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□
要

旨

本
論
考
は
、
ま
ず
道
教
の
基
本
的
特
性
が
そ
の
哲
理
と
内
丹
の
煉
養
の
実
践
と
が
結
び

つ
い
て
い
る
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
明
清
時
代
の
民
間
宗
教
の
宝
巻
は
こ
う
し
た

特
性
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
次
第
に
道
教
が
下
層
階
級
に
影
響
を
及
ぼ

す
一
つ
の
回
路
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
あ
わ
せ
て
本
論
考
は
道
教
と
民
間
宗
教
と
の
煉

養
思
想
の
異
同
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

宝
巻

道
教

三
教
応
劫
思
想

内
丹

民
間
宗
教

中
国
本
土
の
文
化
と
し
て
の
道
教
は
広
範
に
し
て
奥
深
い
内
容
を
持
ち
、
そ
の
中
に
は
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
最
も
根
源
的
な
特
徴
は
、深
遠
な
る
哲
理
と
煉
養［
内
丹
の
修
養
］

と
い
う
実
践
活
動
を
一
つ
に
融
合
し
た
点
に
あ
り
、
一
種
の
体
と
用
を
兼
ね
備
え
、
世
俗
に
あ

り
つ
つ
も
同
時
に
世
俗
を
超
越
し
た
学
問
を
作
り
上
げ
た
。

道
教
は
強
靭
な
生
命
力
を
持
ち
、
そ
の
深
遠
な
教
理
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
が

民
間
の
文
化
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
千
年
に
も
わ
た
り
そ
の
滋
養
を
受
け
、

ま
た
逆
に
各
種
の
民
間
の
文
化
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
民
間
宗
教
も
含

ま
れ
る
。
明
･清
時
代
、
各
種
の
民
間
の
教
派
は
、
道
教
の
啓
発
と
助
け
を
受
け
て
い
な
い
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
と
り
わ
け
内
丹
道
の
煉
養
思
想
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
民
間
宗
教
の

教
義
を
記
し
た
「
宝
巻
」
は
、
豊
富
に
し
て
膨
大
な
煉
養
思
想
を
含
み
、
道
教
が
下
層
階
級
の

民
衆
へ
影
響
を
及
ぼ
す
媒
体
の
一
つ
と
な
っ
た
。

一
、「
宝
巻
」
に
つ
い
て

中
国
の
伝
統
的
な
宗
教
経
典
は
膨
大
で
あ
り
、
仏
教
経
典
や
『
道
蔵
』
以
外
に
も
、
ま
た
分

量
や
種
類
が
数
多
い
「
宝
巻
」
が
あ
る
。
統
計
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
「
宝
巻
」
だ
け
で
も
千

種
以
上
に
及
び
、
こ
こ
に
は
内
容
的
に
近
似
す
る
異
な
る
版
本
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
中
に
は

相
当
な
種
類
の
勧
善
書
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
民
間
宗
教
の
教
義
で
あ
る
宝
巻
も
ま
た
二
三
百

種
類
含
ま
れ
て
い
る
。
も
し
も
こ
れ
を
あ
わ
せ
た
な
ら
ば
、『
宝
巻
集
成
』
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

宝
巻
の
始
ま
り
は
、
主
と
し
て
唐
・
五
代
の
変
文
お
よ
び
講
経
文
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
一

種
の
宗
教
思
想
伝
達
の
た
め
の
芸
術
様
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
韻
文
・
散
文
を
交
え

て
構
成
さ
れ
、
あ
る
巻
物
は
時
に
語
り
、
時
に
歌
い
、
人
々
の
耳
目
を
ひ
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
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我
々
が
把
握
し
て
い
る
史
料
か
ら
見
て
、
最
初
の
宝
巻
は
、
仏
教
が
世
俗
の
人
々
の
た
め
に
説

法
し
た
通
俗
的
な
経
文
、
あ
る
い
は
宗
教
的
な
色
彩
の
濃
い
世
俗
の
故
事
の
種
本
で
あ
っ
た
。

僧
侶
た
ち
は
こ
う
し
た
宝
巻
を
使
っ
て
、因
果
や
輪
廻
を
宣
伝
し
仏
法
を
宣
揚
し
た
の
で
あ
る
。

元
版
の
『
仏
説
楊
氏
鬼
繍
紅
羅
化
仙
哥
宝
巻
』
や
、
鄭
振
鐸
所
蔵
の
『
目
連
宝
巻
』
の
出
現
は
、

そ
の
証
左
で
あ
る
。
宝
巻
が
形
成
さ
れ
る
過
程
の
中
で
、
ま
た
道
教
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
南
宋
の
理
宗
は
善
悪
の
報
い
に
つ
い
て
述
べ
立
て
、「
扶
助
正
道
、
啓
發
良
心
（
正
し

き
道
を
助
け
、
良
心
を
啓
発
し
）」、
広
く
勧
善
書
の
『
太
上
感
応
篇
』
を
推
奨
し
、
後
の
『
陰
騭
文
』

や
『
功
過
格
』
の
広
範
な
普
及
と
宝
巻
の
よ
う
な
勧
善
書
の
興
起
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

少
な
く
と
も
明
初
に
い
た
る
と
宝
巻
は
、
す
で
に
民
間
宗
教
に
よ
り
利
用
さ
れ
、
教
義
を
伝

達
す
る
様
式
と
な
っ
た
。
現
存
す
る
、
大
陸
の
研
究
者
路
工
先
生
所
蔵
の
古
い
巻
子
本
『
仏
説

皇
極
結
果
宝
巻
』
に
は
、
明
・
宣
徳
五
年
（
一
四
三
〇
）
孟
春
吉
日
に
刊
刻
さ
れ
た
。
こ
の
宝

巻
は
無
為
教
主
の
羅
夢
鴻
の
『
苦
功
悟
道
巻
』
な
ど
の
五
部
の
宝
巻
よ
り
八
十
年
も
前
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
鄭
振
鐸
先
生
の
蔵
書
を
閲
覧
し
、
明
版
の
『
正
信
除
疑
無
修
証
自
在
宝

巻
』・『
巍
巍
不
動
太
山
深
根
結
果
宝
巻
』の
中
に「
圓
覺
寶
卷
作
證（
円
覚
宝
巻
を
証
拠
と
す
る
）」、

「
金
剛
寶
卷
作
證
（
金
剛
宝
巻
を
証
拠
と
す
る
）」、「
彌
陀
寶
卷
作
證
（
弥
陀
宝
巻
を
証
拠
と
す
る
）」、

「
圓
覺
寶
卷
云
（
円
覚
宝
巻
に
い
う
）」、「
圓
通
寶
卷
云
（
円
通
宝
巻
に
い
う
）」
と
い
っ
た
内
容

を
見
い
だ
し
た
。
こ
れ
は
、
羅
氏
五
部
宝
巻
が
刊
行
さ
れ
た
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
以
前
に

ま
と
ま
っ
た
量
の
宝
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
有
力
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
中
の
『
仏

説
円
覚
宝
巻
』
と
『
銷
釈
円
通
宝
巻
』
は
と
も
に
民
間
宗
教
の
経
典
で
あ
る
。

明
代
中
末
葉
は
民
間
宗
教
が
隆
盛
し
た
時
期
で
あ
り
、
宝
巻
が
大
量
に
撰
述
刊
行
さ
れ
た
時

期
で
も
あ
る
。
弥
陀
浄
土
宗
と
天
台
宗
の
影
響
の
下
、
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
白
蓮
教
は
も
は
や

支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
禅
宗
と
道
教
の
内
丹
派
の
影
響
を
受
け
た

新
し
い
形
の
民
間
宗
教
が
多
数
出
現
し
、
こ
の
時
代
の
民
間
宗
教
の
特
徴
と
な
っ
た
。
明
末
清

初
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
仏
天
真
考
証
龍
華
宝
経
』
の
記
載
だ
け
を
見
て
も
、
老
子
教
・
涅
槃
経
・

無
為
教
・
黄
天
教
・
弘
陽
教
と
い
っ
た
十
八
の
大
き
な
教
派
が
現
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
だ
け

で
は
こ
の
時
期
の
民
間
教
派
の
盛
行
ぶ
り
を
と
ら
え
る
に
は
ほ
ど
遠
い
。『
明
実
録
』
な
ど
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
状
況
は
「
有
一
教
名
、
便
有
一
敎
主
（
一
つ
の
教
派
が
あ
れ
ば
、
一
人

の
教
主
が
い
る
）」
と
い
い
、「
此
在
天
下
處
處
盛
行
、
而
畿
輔
爲
甚
（
こ
れ
ら
は
天
下
の
各
地
で

盛
行
し
て
お
り
、
特
に
畿
内
が
甚
だ
し
く
（
1
））」、「
甚
至
皇
都
重
地
、
輒
敢
團
坐
談
經
、
十
百
成
群
、

環
視
聚
聽
（
挙
句
の
果
て
に
は
皇
都
や
重
要
な
土
地
で
も
集
ま
っ
て
座
り
、
経
巻
に
つ
い
て
談
義
し
、

何
十
人
何
百
人
と
寄
り
集
ま
っ
て
は
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
い
る
（
２
））」、「

游
食
㐰
道
十
百
成
群
、
名
爲
煉

魔
、
蹤
跡
詭
秘
、
莫
可
究
詰
。
…
…
白
蓮
・
紅
封
等
敎
名
各
立
新
奇
名
色
、
妖
言
惑
衆
、
實
繁

有
徒
（
徒
食
の
僧
道
が
何
十
人
何
百
人
と
群
を
成
し
、
煉
魔
の
名
目
で
あ
ち
こ
ち
で
不
思
議
な
こ
と
を

騙
り
、
糾
問
で
き
な
い
。
…
…
白
蓮
・
紅
封
と
い
っ
た
教
門
は
そ
れ
ぞ
れ
新
奇
な
題
目
を
並
べ
た
て
、
妖

し
げ
な
言
葉
で
民
衆
を
惑
わ
し
、
実
に
多
く
の
信
徒
が
い
る
）」
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た

（
3
）。

そ
し
て

ほ
ぼ
全
て
の
実
力
あ
る
民
間
教
派
は
ど
れ
も
宝
巻
と
い
う
名
目
で
、
み
ず
か
ら
の
経
典
を
撰
述

し
、
刊
行
し
た
。
清
代
の
黄
育
楩
は
、「
每
立
一
會
、
必
刊
一
經
（
一
つ
の
会
が
で
き
る
ご
と
に
、

一
つ
の
経
巻
が
刊
行
さ
れ
る
）」
と
述
べ
て
い
る

（
4
）。

だ
が
実
際
に
は
一
つ
会
を
建
て
る
ご
と
に
た

く
さ
ん
の
種
類
の
経
巻
を
刊
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
少
な
け
れ
ば
数
部
、
多
け
れ

ば
数
十
部
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
明
刊
本
の
民
間
宗
教
の
宝
巻
は
百
部

を
下
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
多
く
は
大
字
折
装
本
で
あ
り
、
印
制
は
精
巧
で
美
し
く
、「
經
皮

卷
套
、
錦
緞
裝
飾
（
経
巻
の
表
紙
や
仕
立
て
は
錦
織
の
装
幀
で
）」、
正
統
的
な
仏
教
経
典
と
な
ん

ら
異
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た

（
5
）。

明
中
末
葉
、
民
間
宗
教
の
諸
教
派
は
大
量
の
美
し
い
宝
巻
を
刊
行
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
巨

大
な
実
力
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
東
大
乗
教
は
教
主
の
王
森
に
信
者
が
二
百
万

お
り
、
十
数
箇
所
の
荘
園
を
有
し
、
あ
ち
こ
ち
に
講
経
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
賄
賂

と
い
う
手
段
を
使
っ
て
王
皇
后
の
兄
の
王
偉
と
同
族
と
な
り
、
後
ろ
盾
と
し
た
。
一
方
、
弘
陽

教
は
宦
官
を
後
ろ
盾
と
し
、
経
典
の
多
く
は
皇
族
の
内
経
廠
か
ら
発
行
さ
れ
、
信
者
の
宦
官
に

よ
り
監
督
・
作
成
さ
れ
た
。
当
時
、
宝
巻
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
で
最
も
有
名
で
あ
っ
た
京
城

の
党
家
庵
書
舗
も
ま
た
極
め
て
権
勢
を
持
つ
者
を
そ
の
後
ろ
盾
と
し
て
い
た
。
明
代
の
宝
巻
の

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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印
刷
が
美
し
く
、
数
量
が
膨
大
で
あ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
明
清
の
数
百
年
間
に
、
宝
巻
の
刊

行
を
専
業
と
し
て
い
た
書
行
・
書
舗
は
百
三
十
余
家
を
下
ら
な
い
。
あ
る
宝
巻
は
何
度
も
刊
行

さ
れ
、
無
為
教
の
五
部
の
宝
巻
な
ど
は
、
我
々
の
簡
単
な
統
計
で
、
異
な
る
版
本
が
二
十
種
以

上
あ
る
。
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）、
無
為
教
徒
が
南
京
で
所
有
す
る
版
木
だ
け
で

九
六
六
塊
に
達
す
る
。
ま
た
信
者
が
関
係
す
る
人
の
つ
て
を
伝
っ
て
、
経
典
を
『
大
蔵
』
に
入

蔵
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
当
局
に
見
つ
か
り
、「
令
掌
印
㐰
官
當
堂
査
毀
（
責
任
あ
る
僧
官
に
そ

の
場
で
調
査
・
破
棄
さ
せ
）」、
あ
わ
せ
て
「
毀
無
為
教
告
示
」
を
発
布
し
た
。
こ
れ
は
当
局
が
宝

巻
を
取
り
締
ま
っ
た
比
較
的
早
い
記
録
で
あ
る

（
6
）。

清
代
、
専
制
的
な
統
治
は
さ
ら
に
苛
酷
さ
を
増
し
、
当
局
の
目
に
は
宝
巻
は
「
妖
書
」
や
「
邪

説
」
と
同
義
語
に
映
る
よ
う
に
な
っ
た
。
清
・
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）、
当
局
は
陝
西
で
『
皇

極
金
丹
九
蓮
正
信
帰
真
還
郷
宝
巻
』
を
発
見
し
た
。
清
の
雍
正
年
間
に
は
さ
ら
に
大
量
の
宝
巻

が
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
た
め
、
宝
巻
の
捜
査
・
押
収
は
民
間
宗
教
を
弾
圧

す
る
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。「
邪
教
」
が
摘
発
さ
れ
る
た
び
に
、
す
べ
て
没
収
し
た
宝
巻
は

軍
機
処
に
送
ら
れ
、
あ
る
い
は
皇
帝
・
皇
后
の
目
に
供
さ
れ
、
禁
止
・
焼
却
さ
れ
て
「
以
滌
邪

業
（
邪
悪
な
所
行
を
濯
い
だ
）」
の
だ
っ
た
。
今
日
、
我
々
は
わ
ず
か
ば
か
り
だ
が
、
膨
大
な
清

代
の
档
案
の
山
の
中
か
ら
歴
史
を
か
い
く
ぐ
り
、
損
傷
を
受
け
て
い
な
い
宝
巻
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
た
と
え
清
代
の
圧
政
下
で
も
、
歴
朝
に
わ
た
り
、
や
は
り
宝
巻
を

私
的
に
刊
行
す
る
書
局
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
代
の
有
名
な
党
家
庵
書
舗
は
、
少
な
く
と

も
清
・
乾
隆
五
十
五
年
（
一
七
九
〇
）
ま
で
依
然
と
し
て
宝
巻
を
密
か
に
刊
行
し
、
販
売
し
て

い
た

（
7
）。

江
南
の
蘇
州
で
は
、
康
熙
四
十
一
年
（
一
七
〇
二
）
か
ら
乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
六
八
）

に
当
局
に
よ
り
押
収
さ
れ
る
ま
で
、
書
舗
六
家
が
宝
巻
を
六
十
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
刊

行
・
販
売
し
て
い
る

（
8
）。

ま
た
嘉
慶
年
間
に
は
、
江
西
・
湖
北
の
大
乗
教
徒
が
密
か
に
無
為
教
五

部
経
お
よ
び
『
龍
牌
宝
巻
』・『
天
縁
結
経
録
』
な
ど
、
多
く
を
刊
行
し
て
い
る

（
9
）。

つ
ま
り
宝
巻

の
私
的
な
刊
行
・
販
売
は
清
代
の
歴
史
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
現
象
な
の

で
あ
る
。
道
光
年
間
以
降
は
内
憂
外
患
が
激
し
さ
を
増
し
、
当
局
は
旺
盛
な
民
間
の
宗
教
活
動

に
か
か
ず
ら
う
暇
が
な
く
な
り
、
宝
巻
の
刊
行
や
流
通
は
さ
ら
に
野
火
の
ご
と
く
広
ま
り
、
一

度
そ
れ
が
起
き
れ
ば
収
拾
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
直
隷
官
僚
の
黄
育
楩
は
つ

い
に
専
門
書
を
著
し
、
宝
巻
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
み
ず
か
ら
の
責
任
と
す
る
に
い
た
っ
た
。
清
が

滅
亡
す
る
頃
に
は
、
各
種
の
勧
善
書
を
販
売
す
る
書
局
は
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
現
れ
て
全
国

津
々
浦
々
に
至
る
ま
で
及
び
、
宝
巻
の
刊
行
や
重
版
は
最
高
潮
を
迎
え
た
。

二
、
宝
巻
に
含
ま
れ
る
道
教
の
煉
養
思
想

宝
巻
に
含
ま
れ
る
思
想
は
き
わ
め
て
雑
駁
で
あ
り
、
儒
仏
道
と
い
っ
た
伝
統
的
な
文
化
を
交

え
つ
つ
、
歴
代
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
民
間
宗
教
の
思
想
資
料
や
、
さ
ら
に
は
民
間
の
神

話
・
風
俗
・
儀
礼
・
道
徳
的
規
範
と
い
っ
た
内
容
ま
で
を
も
含
ん
で
い
る
。
道
教
に
つ
い
て
い

え
ば
、
そ
の
影
響
は
や
は
り
多
方
面
に
及
ぶ
。
道
教
の
哲
学
・
煉
養
・
斎
醮
・
神
話
伝
説
は
ど

れ
も
多
く
の
宝
巻
へ
と
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
道
教
の
内
丹
術
お
よ
び
斎
醮
儀
礼

の
宝
巻
へ
の
影
響
が
最
も
大
き
い
。

明
初
の
『
仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』
は
現
存
す
る
最
初
期
の
民
間
宗
教
の
経
巻
で
あ
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
依
然
と
し
て
ど
の
教
派
あ
る
い
は
教
門
の
も
の
で
あ
る
か
判
別
し
が
た
い
。
こ
の

宝
巻
の
特
徴
は
仏
道
二
教
を
融
合
し
、
外
面
的
に
は
仏
教
を
、
内
面
的
に
は
道
教
を
説
き
、
ま

た
三
教
応
劫
救
世
思
想
を
交
え
る
点
に
あ
る
。
だ
が
そ
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
修
煉
に
よ
る

成
道
を
希
求
し
、
こ
の
世
か
ら
超
脱
す
る
良
方
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。「
收
圓
聖
金
丹
、
離

天
初
下
凡
、
有
緣
同
歸
去
、
無
分
混
人
間
（
聖
な
る
金
丹
を
完
成
さ
せ
、
天
か
ら
は
じ
め
て
俗
界
に

生
ま
れ
落
ち
て
よ
り
、
縁
有
る
者
は
共
に
帰
り
行
き
、
そ
の
分
が
な
い
者
は
世
俗
に
止
ま
る
）」
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
経
巻
で
は
修
煉
の
困
難
さ
と
修
行
を
成
し
遂
げ
た
際
の
結
果
が
仄
め
か
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
修
行
者
に
は
十
歩
の
功
が
あ
り
、
そ
の
一
歩
一
歩
に
関
門
が
あ
る
の
で
あ
り
、

「
有
七
山
關
、
天
元
祖
、
地
花
母
提
調
。
六
合
神
、
三
十
六
位
守
把
。
逢
陽
月
一
五
、
陰
月

三
七
開
關
。
各
所
眞
兌
、
方
許
過
關
。
到
此
地
終
躱
的
三
災
八
難
（
七
つ
の
山
関
に
つ
い
て
は
、

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））
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天
元
の
祖
、
地
花
の
母
が
指
図
を
す
る
。
六
合
の
神
は
三
十
六
柱
が
守
護
す
る
。
陽
月
の
一
五
、
陰
月
の

三
七
に
関
は
開
く
。
こ
の
時
、
各
処
の
真
兌
に
お
い
て
は
じ
め
て
関
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
境
地
に
至
っ
て
よ
う
や
く
三
災
八
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
）」。
こ
の
経
巻
は
天
地
人
が
一

つ
に
な
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
り
、「
人
修
天
地
天
養
人
、
凡
聖
相
接
人
不
明
、
天
地
原
是
人

根
本
、
人
稟
天
地
要
出
身
、
修
行
内
裡
藏
時
度
、
聖
攝
凡
提
煉
兩
輪
。
十
步
修
行
不
知
道
、
胡

修
千
年
只
是
空
（
人
は
天
地
の
あ
り
方
を
修
養
し
天
は
人
を
は
ぐ
く
む
が
、
凡
夫
と
聖
賢
が
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
人
は
理
解
し
て
い
な
い
。
天
地
は
も
と
も
と
人
の
根
本
で
あ
り
、
人
は
天
地
の
あ
り
方
を

こ
の
身
に
受
け
て
こ
の
身
よ
り
超
脱
す
る
。
修
行
の
中
に
は
時
が
あ
り
、
聖
賢
は
手
を
差
し
伸
べ
、
凡
夫

は
向
上
し
、
両
輪
と
も
に
修
煉
す
る
。
十
歩
の
修
行
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
千
年
の
修
行
も
む
だ
と
な

る
）」。
こ
の
経
巻
の
出
現
は
、
我
々
に
次
の
一
つ
の
事
実
を
告
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
少
な
く

と
も
明
代
初
葉
に
は
、
内
丹
道
が
も
う
民
間
宗
教
の
教
義
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
『仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』
の
内
容
は
晦
渋
で
難
解
な
こ
と
が
多
く
、
名
詞
や
術
語
は
道

教
と
非
常
に
異
な
る
が
、
修
煉
の
内
容
は
明
ら
か
に
内
丹
道
か
ら
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

『仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』
が
現
れ
て
百
二
十
年
後
、
北
直
隷
に
黄
天
道
と
い
う
一
つ
の
教
え

が
出
現
し
た
。
顔
元
は
『
四
存
編
』［
存
人
編
、
巻
二
］
の
中
で
「
自
萬
曆
末
年
添
出
個
皇
［
黃
］

天
道
、
如
今
大
行
、
京
師
府
縣
、
以
至
窮
郷
山
僻
都
有
（
万
暦
末
よ
り
黄
天
道
と
い
う
も
の
が
現
れ
、

い
ま
大
流
行
し
、
京
師
、
府
や
県
、
片
田
舎
や
山
村
に
至
る
ま
で
ど
こ
に
で
も
あ
る
）」
と
述
べ
て
い
る
。

顔
元
の
記
載
に
は
誤
り
が
あ
り
、黄
天
道
は
決
し
て
万
暦
年
間
の
末
に
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、

明
の
嘉
靖
年
間
、
直
隷
の
懐
安
県
の
人
、
李
賓
に
よ
り
桑
干
河
の
あ
た
り
で
開
か
れ
た
。
李
賓

は
、道
号
を
普
明
と
い
い
、人
々
は
普
祖
ま
た
は
普
明
虎
眼
禅
師
と
称
し
た
。
日
本
所
蔵
本『
虎

眼
禅
師
遺
留
唱
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

普
祖
乃
北
鄙
農
人
、
參
師
訪
友
、
明
修
暗
煉
、
悟
道
成
眞
、
性
入
紫
府
。
蒙
玉
清
敕
賜
、

號
曰
普
明
虎
眼
禪
師
、
設
立
黃
天
聖
道
、
頓
起
渡
世
婆
心
、
燃
慧
燈
於
二
十
四
處
、
駕
寶

筏
於
膳
地
宣
雲
、
遺
留
了
義
寶
卷
・
清
淨
眞
經
。（
日
本
・
沢
田
瑞
穂
『
増
補
宝
巻
的
研
究
』、

国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
、
三
四
九
頁
）

普
祖
は
北
方
の
僻
地
の
農
民
で
あ
っ
た
が
、
明
師
道
友
の
下
に
参
じ
、
日
夜
修
煉
を
積
ん
で
、

悟
道
し
て
真
人
と
な
り
、
そ
の
境
地
は
仙
界
へ
と
至
っ
た
。
玉
清
の
勅
旨
を
賜
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
普
明
虎
眼
禅
師
と
号
し
、
黄
天
聖
道
を
打
ち
立
て
、
こ
の
世
を
救
わ
ん
と
い
う
慈
悲
の
心

を
す
ぐ
さ
ま
起
こ
し
た
。
二
十
四
個
所
に
智
慧
の
灯
を
と
も
し
、
宝
の
筏
に
乗
っ
て
膳
房
堡
・

宣
化
・
雲
州
に
や
っ
て
来
て
、『
了
義
宝
巻
』
と
『
清
浄
真
経
』
を
残
し
た
。

顔
元
は
黄
天
道
の
教
義
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は

い
う
、
こ
の
教
え
は
「
似
仙
家
吐
納
採
煉
之
術
、
卻
又
説
受
胎
爲
目
蓮
㐰
、
口
中
念
佛
（
道
教

の
吐
納
採
煉
の
術
を
行
う
よ
う
に
見
え
て
、
ま
た
受
胎
を
目
蓮
僧
で
あ
る
と
説
き
、
口
の
中
で
念
仏
を
唱

え
る
（
10
））」。

こ
れ
は
ま
さ
に
黄
天
道
が
仏
教
を
信
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
道
教
的
な
修

行
を
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
開
祖
の
李
賓
は
青
年
時
代
、
辺
境
警

護
の
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
軍
隊
を
辞
め
て
修
行
を
は
じ
め
、
数
十
年
間
に
わ

た
り
山
西
と
直
隷
北
部
で
明
師
の
下
に
参
じ
た
。
嘉
靖
三
十
二
年（
一
五
五
三
）、順
聖
川
で「
明

人
」
と
出
逢
い
、「
玄
関
卯
酉
の
功
」
を
喝
破
し
た
。
嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
）、『
普
明

如
来
無
為
了
義
宝
巻
』を
説
く
。
晩
年
は
万
全
衛
の
碧
天
寺
に
身
を
寄
せ
、修
行
と
伝
道
を
行
っ

た
。「
懷
胎
九
載
、
鍛
煉
眞
心
、
三
關
九
竅
、
一
氣
相
同
、
躱
離
塵
世
、
逍
遙
自
在
行
（
九
年

に
わ
た
り
懐
胎
し
て
真
心
を
鍛
錬
し
、
三
関
九
竅
は
一
気
と
貫
通
し
、
塵
世
を
離
れ
、
逍
遥
す
る
様
は
自

由
自
在
で
あ
っ
た
）」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
李
賓
夫
婦
の
碧
天
寺
で
の
修
道
時
の
ス
ケ
ッ

チ
で
あ
る
。
李
賓
の
死
後
、
彼
の
妻
と
娘
お
よ
び
李
氏
の
家
族
が
引
き
続
き
伝
道
を
行
っ
た
。

李
氏
の
家
族
が
亡
く
な
る
と
、
信
者
た
ち
が
伝
教
を
引
き
継
ぎ
、
二
十
世
紀
中
葉
に
途
絶
え
る

ま
で
、
そ
の
伝
播
は
ま
る
ま
る
四
世
紀
続
い
た
。

黄
天
道
の
教
義
の
根
本
は
、
人
類
に
長
生
久
視
の
道
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ

は
天
に
円
欠
な
く
、
人
に
生
死
な
く
、
飢
え
も
寒
き
も
な
く
、
染
も
汚
も
な
く
、
去
来
は
意
の

ま
ま
に
自
在
で
あ
り
、「
壽
活
八
萬
一
千
歳
、
十
八
童
顏
不
老
年
（
寿
命
は
八
万
一
千
歳
に
も
及
び
、

十
八
歳
の
童
顔
の
ま
ま
年
老
い
る
こ
と
が
な
い
）」
と
い
う
よ
う
な
境
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

境
地
に
到
達
で
き
る
唯
一
の
方
法
こ
そ
内
丹
の
修
煉
で
あ
っ
た
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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黄
天
道
に
は
「
九
経
八
書
」
が
伝
わ
る
が
、
中
国
・
日
本
・
ロ
シ
ア
に
合
計
六
部
現
存
し
、

そ
の
内
、
懺
儀
経
文
一
部
を
含
む
。
懺
儀
一
部
を
除
け
ば
、
五
部
宝
巻
は
ど
れ
も
内
丹
の
修
煉

を
本
旨
と
す
る
。
創
教
時
の
経
典
で
あ
る
『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
に
は
創
教
の
意
味
を

明
示
し
、
信
徒
に
こ
の
よ
う
に
戒
め
て
い
る
。

修
行
人
、
要
知
你
、
生
來
死
去
、
依
時
取
、
合
四
相
、
晝
夜
功
行
、
運
周
天
、
轉
眞
經
、

無
有
障
礙
、
功
圓
滿
、
心
花
放
、
朗
耀
無
窮
。
坎
離
交
、
性
命
合
、
同
爲
一
體
、
古
天
眞
、

本
無
二
、
一
性
圓
明
。（『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
第
一
分
。
こ
の
経
巻
は
ロ
シ
ア
・
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
方
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。）

修
行
者
よ
、
汝
に
教
え
よ
う
、
生
は
来
た
り
て
死
は
去
ら
ん
。
天
の
時
に
従
い
、
四
相
［
生
住

異
滅
］
を
合
し
、
日
夜
修
行
に
つ
と
め
よ
。
周
天
を
め
ぐ
ら
せ
、
真
経
を
奉
じ
れ
ば
、
障
礙
な

か
ら
ん
。
功
行
が
満
ち
れ
ば
、智
慧
の
心
が
現
れ
、そ
の
耀
き
は
計
り
知
れ
ぬ
。
坎
離
は
交
わ
り
、

性
命
は
合
し
、
と
も
に
一
体
と
な
ら
ん
。
い
に
し
え
の
天
仙
も
、
も
と
は
み
な
同
じ
、
た
だ
一

性
が
円
か
で
あ
る
ば
か
り
。

こ
う
し
た
「
性
命
兼
修
」・「
昼
夜
功
行
」
の
目
的
は
丹
を
結
ぶ
た
め
で
あ
り
、「
三
心
聚
、
五

氣
朝
、
輝
天
現
地
。
採
諸
精
、
合
一
粒
、
晝
夜
長
明
（
三
心
が
集
ま
り
、
五
気
が
朝
元
す
れ
ば
、

天
地
に
輝
き
現
出
す
る
だ
ろ
う
。
諸
精
を
採
取
し
、
一
粒
の
金
丹
を
煉
れ
ば
、
昼
夜
の
別
な
く
光
り
輝
く

こ
と
だ
ろ
う
）」、「
性
命
合
、
同
一
粒
、
黃
婆
守
定
。
結
金
丹
、
九
轉
後
、
自
有
神
通
（
性
命
は

一
つ
に
な
っ
て
一
粒
の
金
丹
に
な
り
、
黄
婆
は
そ
れ
を
守
り
通
す
。
金
丹
を
結
び
、
さ
ら
に
九
回
煉
成
す

れ
ば
、
お
の
ず
と
神
通
力
を
獲
得
す
る
だ
ろ
う
）」
と
い
う

（
11
）。

黄
天
道
か
ら
見
れ
ば
、
性
命
を
双
修

す
る
こ
と
は
、
生
命
の
旅
に
逆
ら
っ
て
進
む
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
老
衰
や

死
に
対
す
る
一
つ
の
闘
争
で
あ
り
、生
命
の
本
源

天
真
の
性
へ
の
飽
く
な
き
追
求
で
あ
り
、

こ
う
し
た
追
求
の
果
て
に
金
丹
が
結
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
度
金
丹
が
煉
成
し
終
わ
れ

ば
、
凡
と
聖
、
生
と
死
の
境
界
を
打
破
し
、
い
わ
ゆ
る
「
還
丹
一
粒
、
神
鬼
難
知
、
超
凡
入
聖

機
、
包
裹
天
地
（
一
粒
の
還
丹
は
神
も
幽
鬼
も
知
り
が
た
く
、
こ
れ
は
俗
界
を
超
え
て
聖
境
へ
と
至
る

き
っ
か
け
で
あ
り
、
天
地
を
す
べ
て
包
み
込
）」
み
、「
牟
尼
寶
輥
上
崑
崙
（
牟
尼
宝
が
崑
崙
山
へ
と

駆
け
上
が
る
）」
と
、「
赴
蟠
桃
永
續
長
生
（
蟠
桃
会
に
行
き
、
と
こ
し
え
に
生
き
る
）」
と
考
え
た
。

長
生
の
道
を
歩
ま
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
求
め
ら
れ
る
条
件
は
私
欲
を
廃
し
、
ず
っ
と
心

身
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
で
あ
る
。『
普
静
如
来
鑰
匙
宝
巻
』
は
修
行
者
が
一
日
中
、
常
に
清
浄

を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
戒
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
霊
臺
に
物
無
し
」
と
は
清
を
、「
一
念

も
起
き
ず
」
と
は
浄
の
こ
と
で
あ
り
、
神こ

こ
ろは

気
の
宅
で
あ
り
、
心
は
神
の
舎
で
あ
る
。
意
念
を

専
一
に
す
れ
ば
神
も
専
一
に
な
り
、神
が
専
一
な
ら
ば
体
内
の
元
気
が
集
ま
る
。
機
が
至
れ
ば
、

静
か
ら
動
へ
と
変
化
し
、
神
は
風
の
ご
と
く
転
ず
る
。
三
関
九
竅
を
貫
通
し
、
一
種
の
天
地
と

劫
運
を
同
じ
く
す
る
効
果
を
産
み
出
す
。
人
は
宇
宙
の
ひ
と
つ
の
雛
形
で
あ
り
、
宇
宙
は
人
が

拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
も
と
も
と
一
体
で
あ
る
。
こ
の
た
め
天
地
の
精
気
を
採
り
、

体
内
に
取
り
入
れ
て
用
い
る
と
い
う
の
が
修
行
の
肝
心
な
部
分
と
な
る
。
さ
ら
に
は
人
体
と
い

う
こ
の
鼎
炉
は
日
月
星
三
光
の
精
気
を
薬
物
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、「
採
取
日
精
月
華
、

天
地
眞
寶
（
太
陽
の
精
と
月
の
英
華
、
天
地
の
真
宝
を
採
る
）」、「
晝
夜
家
、
採
取
它
、
諸
般
精
氣
、

原
不
離
、
日
月
光
、
諸
佛
之
根
（
昼
夜
家
に
て
そ
れ
を
採
り
、
も
ろ
も
ろ
の
精
気
は
、
も
と
わ
が
身

を
離
れ
ず
、
太
陽
と
月
の
光
は
諸
仏
の
根
源
（
12
））」、「

採
先
天
混
源
一
氣
、
煉
三
光
玄
妙
消
息
（
先
天

混
源
の
一
気
を
採
り
、
三
光
の
玄
妙
な
代
物
を
煉
成
す
る
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
13
）。

清
初
に
現
れ
た
『
太
陽
開
天
立
極
億
化
諸
神
宝
巻
』
は
上
で
述
べ
た
内
容
を
さ
ら
に
誇
張
し
、

「
太
陽
乃
天
之
陽
魂
、
太
陰
乃
地
之
陰
魂
也
。
天
地
爲
雞
卵
、
乾
坤
日
月
乃
玄
黃
大
道
（
太
陽

は
天
の
陽
魂
、
月
は
地
の
陰
魂
で
あ
る
。
天
地
は
鶏
卵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
天
地
日
月
が
大
道
な
の

で
あ
る
）」
と
い
う
。
太
陽
と
月
は
「
乃
爲
靈
父
聖
母
、
產
群
星
如
蛾
布
子
（
霊
父
と
聖
母
に
他

な
ら
ず
、
蚕
蛾
が
子
を
生
む
よ
う
に
群
星
を
産
み
出
す
）」
の
で
あ
り
、「
人
自
生
之
前
、
原
來
佛
性
、

始
乃
太
陽
眞
火
（
人
が
生
ま
れ
る
前
は
ほ
ん
ら
い
仏
性
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
最
初
は
太
陽

真
火
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
）」
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
凡
夫
た
ち
が
大
道
を
成
就
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、「
投
聖
接
引
太
陽
光
中
、
纔
得
長
生
（
聖
人
の
導
き
に
よ
り
太
陽
の
光
の
中
へ
と
進
ん
で

こ
そ
、
は
じ
め
て
長
生
を
手
に
す
る
だ
ろ
う
）」。
黄
天
教
で
は
こ
の
た
め
普
明
を
太
陽
、
そ
の
妻

の
普
光
を
月
と
あ
が
め
奉
っ
た
。
普
明
夫
婦
は
死
後
、
埋
葬
地
に
十
三
層
の
塔
が
建
て
ら
れ
、

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））
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日
月
塔
ま
た
は
明
光
塔
と
よ
ば
れ
た
。
や
が
て
歳
月
が
経
つ
に
つ
れ
、
あ
る
種
の
修
煉
の
内
容

が
、
次
第
に
修
煉
、
兼
、
教
主
を
崇
拝
す
る
儀
式
と
な
っ
た
。
顔
元
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
明
代

か
ら
、
黄
天
道
は
「
喚
日
光
叫
爺
爺
、
月
亮
叫
奶
奶
（
太
陽
を
父
と
い
い
、
月
を
母
と
い
）」
い
、

ま
た
「
每
日
三
次
參
拜
（
毎
日
三
回
拝
礼
）」
し
て
い
た

（
14
）。

清
中
葉
に
な
る
と
、
直
隷
総
督
の
史

貽
直
の
奏
摺
に
は
、
黄
天
道
が
「
以
每
日
三
次
朝
日
叩
頭
、
名
曰
三
時
香
。
又
越
五
日
將
行
道

之
事
默
禱
天
地
、
謂
之
五
後
願
（
毎
日
三
回
太
陽
を
伏
し
拝
み
、
三
時
香
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

五
日
ご
と
に
修
道
の
こ
と
に
つ
い
て
天
地
に
対
し
黙
祷
し
、
こ
れ
を
五
後
願
と
よ
ん
で
い
ま
す
）」
と
記

録
さ
れ
て
い
る

（
15
）。

実
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
修
行
内
容
は
道
教
の
中
に
根
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
早

期
の
道
教
は
気
を
服
用
し
、
精
を
大
切
に
し
、
精
・
気
・
神
の
煉
養
を
主
張
し
た
。
気
の
服
用

か
ら
は
次
第
に
太
陽
・
月
・
中
和
の
気
を
服
用
す
る
こ
と
で
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ

た
。
そ
の
た
め
『
太
平
経
』
は
「
元
氣
有
三
名
、
太
陽
・
太
陰
・
中
和
。
形
體
有
三
名
、
天
・

地
・
人
（
元
気
に
は
三
つ
の
名
が
あ
る
。
太
陽
・
月
・
中
和
で
あ
る
。
形
体
に
は
三
つ
の
名
が
あ
る
。
天
・

地
・
人
で
あ
る
）」
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
気
は
凝
固
し
て
日
月
星
の
三
光
と
な
り
、「
凡
物
與

三
光
相
通
、
並
力
同
心
、
共
照
明
天
地
（
万
物
は
三
光
と
通
じ
、
力
を
合
わ
せ
、
心
を
一
つ
に
し
、

共
に
天
地
を
照
ら
し
出
す
）」。
哲
学
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
は
道
教
の
早
期
の
天
人
合
一
思
想
で
あ

り
、
内
修
の
面
か
ら
い
え
ば
、
日
精
月
華
や
、
天
地
の
三
宝
を
服
用
す
る
先
蹤
で
あ
る
。
そ
の

後
、『
黄
庭
経
』
に
は
修
煉
の
際
、
日
月
を
存
思
し
た
り
、
服
気
や
導
引
し
た
り
す
る
体
系
的

な
理
論
が
現
れ
る
。
唐
代
の
司
馬
承
禎
「
服
気
精
義
論
」
で
は
日
月
や
臓
腑
を
存
思
し
、
導
引

や
気
を
廻
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
の
病
気
を
治
そ
う
と
す
る
。
宋
元
時
代
に
な
る
と
、
浄

明
道
や
日
月
を
崇
拝
す
る
風
潮
が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
は
太
上
老
君
は
日
月
の
神
々
に
促
さ

れ
て
忠
孝
の
道
を
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
道
教
経
典
に
は
『
高
上
月
宮
太
陰
元
君

孝
道
仙
王
霊
宝
浄
明
黄
素
書
』
な
ど
の
経
典
が
現
れ
る
が
、
こ
う
し
た
経
典
は
黄
天
道
『
太
陰

生
光
了
義
宝
巻
』と
い
っ
た
教
義
の
思
想
の
直
接
的
な
来
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

道
教
は
天
人
合
一
と
い
う
哲
学
思
想
に
よ
り
天
地
万
物
の
生
成
の
理
を
解
明
し
、
人
体
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
命
現
象
に
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
必
然
的
に
天
地
日
月
へ
の
崇
拝

を
、
煉
養
思
想
の
有
機
的
な
構
成
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
黄
天
道
も
ま

た
こ
の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
天
地
日
月
へ
の
崇
拝
は
多
く
の
宗
教
に
共

通
す
る
内
容
で
は
あ
る
。
例
え
ば
中
国
で
千
年
近
く
流
行
し
た
マ
ニ
教
は
日
月
を
崇
拝
し
、
光

を
崇
め
、
中
国
本
土
の
民
間
宗
教
に
対
し
て
も
や
は
り
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
だ
が
結
局
の
と
こ

ろ
、
深
い
煉
養
に
関
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
中
国
で
マ
ニ
教
が
根

付
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
根
本
的
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
黄
天
教
と
直
接
的
な
授

受
関
係
に
あ
っ
た
も
の
に
、
玄
鼓
教
と
よ
ば
れ
る
教
派
が
あ
る
。
こ
の
教
派
は
子
時
に
北
に
、

午
時
に
南
に
、
卯
時
に
西
に
、
酉
時
に
東
に
向
か
っ
て
四
つ
の
時
刻
に
朝
拝
焼
香
す
る
。
こ
う

し
た
教
派
は
明
中
葉
に
存
在
し
た
が
、
無
為
教
の
五
部
六
冊
の
経
巻
の
中
で
邪
説
と
し
て
排
斥

さ
れ
て
い
る
。

黄
天
教
が
現
れ
る
と
、
京
畿
・
直
隷
・
山
西
一
帯
で
き
わ
め
て
大
き
な
教
勢
を
誇
っ
た
だ
け

で
な
く
、
江
浙
一
帯
に
も
伝
播
し
、
長
生
教
と
名
を
改
め
た
。
長
生
教
の
開
祖
は
汪
長
生
で
、

教
内
で
は
黄
天
教
第
十
祖
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。『
三
祖
行
脚
因
由
宝
巻
』に
は
、汪
長
生
は「
往

龍
虎
山
與
天
師
會
道
（
龍
虎
山
へ
赴
き
張
天
師
に
よ
り
道
を
理
解
し
）」、「
天
師
以
顯
法
十
二
部
、

付
與
長
生
（
天
師
は
十
二
の
法
を
示
し
て
長
生
に
与
え
た
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
が
信

用
の
お
け
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
裏
付
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。
清
代
の

档
案
の
記
録
に
よ
る
と
、
長
生
教
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
孫
敎
、
又
名
長
生
道
。
男
曰
齋
公
、
女
曰
齋
娘
。
尊
彌
勒
佛
爲
師
、
倡
言
入
道
之
人
身

後
俱
歸
西
天
、
以
今
世
功
德
之
淺
深
、
定
來
生
功
名
富
貴
之
大
小
…
…
又
令
人
閉
目
瞑
心
、

號
爲
清
淨
。
更
有
詭
稱
身
到
西
天
目
睹
佛
菩
薩
及
種
種
奇
異
佳
境
、
卽
爲
來
生
享
受
之
地

也
。（『
硃
批
奏
摺
』
乾
隆
十
三
年
三
月
初
八
日
浙
巡
撫
顧
琮
奏
摺
）

子
孫
教
は
、
ま
た
の
名
を
長
生
道
と
も
い
い
ま
す
。
男
は
斎
公
、
女
は
斎
嬢
と
い
い
、
弥
勒
仏

を
師
と
し
て
尊
崇
し
、
入
道
し
た
人
は
死
後
、
す
べ
て
西
天
へ
行
き
、
今
生
の
功
徳
の
深
浅
に

よ
り
、
来
生
の
功
名
や
富
貴
の
違
い
が
決
ま
る
と
説
い
て
い
ま
す
…
…
ま
た
人
々
に
目
を
つ
ぶ
っ

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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て
瞑
想
さ
せ
る
こ
と
を
清
浄
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
み
ず
か
ら
西
天
に
行
き
、
仏
や
菩
薩

や
も
ろ
も
ろ
の
素
晴
ら
し
い
境
地
を
目
に
し
た
と
い
い
、
そ
れ
が
来
生
で
享
受
す
る
地
だ
と
で

た
ら
め
を
述
べ
て
い
ま
す
。

長
生
教
は
黄
天
道
と
大
同
小
異
で
、
外
面
的
に
仏
教
を
尊
崇
し
、
内
面
的
に
は
道
教
的
な
修

養
を
行
う
。
信
徒
は
い
つ
も
『
普
静
如
来
検
教
宝
巻
』・『
仏
説
利
生
了
義
宝
巻
』
を
唱
え
る
。

清
の
乾
隆
年
間
中
葉
、
信
徒
の
無
雲
子
が
『
皇
極
開
玄
出
谷
西
林
宝
巻
』
を
撰
述
し
、
経
巻
に

は
「
廣
載
萬
衆
、
名
是
長
生
大
道
（
広
く
万
民
を
救
う
こ
と
を
長
生
大
道
と
よ
ぶ
）」
と
い
い
、「
傳

敎
你
、
皇
天
道
、
仁
義
禮
智
。
還
敎
你
、
正
身
心
、
孝
悌
忠
信
（
そ
な
た
に
教
え
よ
う
、
皇
天
の

道
と
は
仁
義
礼
智
で
あ
る
こ
と
を
。
ま
た
そ
な
た
に
教
え
よ
う
、
身
心
を
正
す
こ
と
と
は
孝
悌
忠
信
で
あ

る
こ
と
を
）」
と
い
っ
た
内
容
が
見
ら
れ
、
全
篇
を
通
じ
て
内
丹
を
修
煉
す
る
こ
と
を
本
旨
と

す
る
。
長
生
の
境
地
を
究
め
る
と
い
う
の
は
、明
ら
か
に
黄
天
道
の
修
煉
の
考
え
方
を
継
承
し
、

引
き
継
い
で
い
る
。

無
論
、
黄
天
道
の
影
響
は
長
生
教
だ
け
で
は
な
い
。
江
南
の
斎
教
系
の
諸
教
派
は
、
伝
承
で

は
無
為
教
つ
ま
り
羅
祖
教
の
系
譜
を
引
く
と
い
う
。
だ
が
大
乗
教
や
円
頓
教
の
創
立
や
伝
播
の

過
程
の
中
で
、
無
為
教
の
教
義
の
内
容
を
改
め
、
禅
宗
か
ら
内
丹
道
へ
と
転
向
し
、
こ
の
中
で

は
っ
き
り
と
黄
天
道
の
影
響
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
大
乗
教
は
有
名
な
聞
香
教
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
教
義
を
伝
え
る
経
書
の
中
に
す
で
に
『
元
亨
利
貞
鑰
匙
経
』
が
見
え
、
こ
れ

は
『
普
静
如
来
鑰
匙
宝
巻
』
の
翻
案
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
皇
極
金
丹
九
蓮
正
信
帰
真
還

郷
宝
巻
』［『
皇
極
経
』
に
同
じ
］
と
『
仏
説
都
斗
立
天
後
会
収
円
宝
巻
』、
さ
ら
に
『
大
成
経
』

な
ど
は
ど
れ
も
明
ら
か
に
無
為
教
の
『
苦
功
悟
道
巻
』
と
い
っ
た
経
巻
の
影
響
を
脱
し
て
お
り
、

あ
る
種
単
純
な
精
神
上
の
悟
り
か
ら
宗
教
実
践
を
伴
う
性
命
の
学
へ
と
至
っ
て
い
る
。
も
し
も

東
大
乗
教
の
『
皇
極
経
』
に
は
禅
宗
と
浄
土
教
、
そ
し
て
内
丹
道
を
併
せ
持
つ
と
い
う
特
徴
が

見
ら
れ
、
転
換
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
と
い
う
な
ら
ば
、
円
頓
教
の
『
古
仏
天

真
考
証
龍
華
宝
経
』［『
龍
華
経
』
に
同
じ
］
は
も
は
や
純
粋
な
一
つ
の
内
丹
書
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
え
る
。『
龍
華
経
』
第
一
品
で
説
か
れ
る
内
容
は
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の

布
教
の
目
的
は
「
找
化
天
人
、
總
收
九
十
六
億
皇
胎
子
女
、
歸
家
認
祖
、
達
本
還
源
、
永
續
長

生
（
天
人
を
探
し
出
し
て
教
化
し
、
そ
っ
く
り
九
十
六
億
の
子
ど
も
た
ち
を
故
郷
へ
と
返
し
、
本
源
に
回

帰
さ
せ
、
永
遠
の
生
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
）」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
「
二
十
四
品
、
品
品
談
玄

説
妙
、
分
分
與
聖
合
眞
（
二
十
四
品
は
、
ど
れ
も
深
遠
な
る
こ
と
を
説
き
、
す
べ
て
聖
賢
と
違
う
こ
と

が
な
い
）」の
で
あ
る
。
で
は『
龍
華
経
』の
奥
深
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は「
先

天
眞
氣
凝
結
、
結
成
仙
丹
一
粒
、
點
化
群
盲
（
先
天
の
真
気
が
凝
結
す
る
と
、
一
粒
の
仙
丹
が
結
ば

れ
、
も
ろ
も
ろ
の
迷
妄
を
導
く
）」
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
内
丹
道
に
対
す
る
最
も
包
括
的
な
提
示

で
あ
る
。『
龍
華
経
』
に
い
う
「
出
細
功
夫
（
細
や
か
な
る
修
行
法
）」
と
は
、
無
生
老
母
の
伝

え
る
「
真
言
口
訣
」
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
蘆
伯
點
杖
、
鑰
匙
開
通
、
這
分
點
杖
、
自

海
底
點
上
崑
崙
、
共
記
三
十
二
處
、
三
關
九
竅
、
各
有
步
位
、
這
便
是
後
天
出
細
功
夫
（［
入

門
儀
式
の
際
に
］
竹
の
棒
で
叩
く
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
り
鍵
を
開
く
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
叩
く
場
所
は

海
底
穴
か
ら
崑
崙
穴
ま
で
全
部
で
三
十
二
箇
所
あ
り
、
三
関
九
竅
そ
れ
ぞ
れ
に
決
ま
っ
た
場
所
が
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
後
天
の
細
や
か
な
修
行
法
と
な
る
）」
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
先
天
の
修
行
法
と
後
天

の
細
か
い
修
行
法
は
、
無
為
教
の
系
統
が
禅
宗
か
ら
道
教
へ
と
接
近
し
た
変
化
の
過
程
を
反
映

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
の
過
程
は
、
異
な
る
時
期
の
異
な
る
宝
巻
の
具
体
的
な
内
容
を
分

析
し
さ
え
す
れ
ば
は
っ
き
り
と
了
解
さ
れ
る
。

『龍
華
経
』
に
は
ま
た
い
わ
ゆ
る
十
歩
の
修
行
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
歩
「
恰
定
玉
訣
、

開
閉
存
守
（
手
訣
を
結
ん
で
、
開
閉
を
遵
守
す
る
）」、
二
歩
「
先
天
一
氣
、
氣
透
中
宮
（
先
天
の

一
気
を
つ
か
み
、
気
は
中
宮
に
達
す
る
）」、
三
歩
「
卷
起
竹
簾
、
回
光
返
照
（
竹
簾
を
巻
き
上
げ
、

回
光
返
照
す
る
）」、
四
歩
「
西
牛
望
月
、
海
底
撈
明
（
西
牛
は
月
を
望
み
、
海
底
に
真
珠
を
掬
う
）」、

五
歩
「
泥
牛
翻
海
、
直
上
崑
崙
（
泥
牛
は
海
を
越
え
、
直
ち
に
崑
崙
に
上
る
）」、
六
歩
「
圓
明
殿
内
、

性
命
交
宮
（
円
明
な
る
殿
内
に
、
性
命
が
一
つ
と
な
る
）」、
七
歩
「
響
亮
一
聲
、
開
關
展
竅
（
一

声
が
響
き
渡
り
、
関
が
開
き
竅
を
通
じ
る
）」、
八
歩
「
都
斗
宮
中
、
顯
現
緣
神
（
都
斗
宮
に
、
元
神

が
出
現
す
る
）」、
九
歩
「
空
王
殿
裡
、
轉
天
法
輪
（
空
王
殿
に
て
、
天
法
輪
を
転
ず
る
）」、
十
歩
「
放

去
收
來
、
親
到
家
郷
（
放
去
収
来
し
、
親み

ず
か

ら
家
郷
に
到
る
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
十
歩

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））

― 55―



の
修
行
は
『
龍
華
経
』
の
作
者
に
よ
る
内
丹
の
修
行
の
具
体
的
な
過
程
と
み
ず
か
ら
の
体
験
を

描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
煉
成
に
よ
り
根
源
へ
遡
及
す
る
と
い
う
内
丹
道
の
枠
組
み
を

超
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
哲
学
の
本
体
論
は
、
説
き
方
と
し
て
は
道
教
と
は
異
な
る
と
は
い

え
、
故
郷
へ
帰
る
と
い
う
浄
土
宗
の
色
合
い
を
帯
び
た
も
の
を
道
教
の
い
う
無
極
本
元
へ
す
げ

替
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
円
頓
教
だ
け
が
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
民
間
の
世
界
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
円
頓
教
は
明
末
に
生
ま
れ
、

清
代
に
隆
盛
を
見
せ
、
創
教
は
北
直
隷
で
、
江
南
か
ら
西
北
諸
省
で
興
隆
し
、
そ
の
伝
播
は
非

常
に
広
範
に
わ
た
る
。
清
末
期
の
先
天
道
や
一
貫
道
は
と
も
に
大
乗
教
と
円
頓
教
の
一
派
か
ら

分
か
れ
た
が
、
両
教
の
修
行
法
か
ら
は
明
白
な
黄
天
道
の
影
が
窺
え
る
。

斎
教
の
系
統
は
江
南
か
ら
台
湾
へ
分
布
し
、
先
天
派
・
龍
華
派
・
金
幢
派
に
分
け
ら
れ
る
。

金
幢
派
は
王
森
の
東
大
乗
教
か
ら
直
接
分
か
れ
、
龍
華
派
は
斎
教
の
姚
文
宇
の
一
派
か
ら
分
か

れ
、
先
天
教
は
大
乗
円
頓
教
の
遺
脈
で
あ
る
。
全
体
的
な
体
系
は
羅
祖
の
無
為
教
を
外
れ
る
こ

と
は
な
い
も
の
の
、
数
百
年
に
わ
た
る
伝
承
の
過
程
の
中
で
異
な
る
系
統
の
宗
教
へ
と
変
化
し

て
し
ま
っ
た
。
た
だ
変
化
が
ど
ん
な
に
大
き
く
て
も
や
は
り
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ

は
ど
れ
も
道
教
の
煉
養
を
修
行
の
中
心
的
な
内
容
と
す
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
金
幢
教
に
は
、

『
懸
華
宝
懺
』・『
多
羅
経
』
と
い
っ
た
十
数
種
類
の
経
巻
が
あ
る
。
そ
の
た
め
『
台
湾
仏
教
篇
』

の
作
者
が
「
仏
道
儒
三
教
の
思
想
を
一
つ
に
ま
と
め
、
神
仙
道
の
精
気
神
の
煉
成
を
力
説
し
た
」

と
い
う
の
は
見
識
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う

（
16
）。

明
代
は
民
間
宗
教
の
教
理
体
系
の
創
造
が
成
熟
を
迎
え
た
時
代
で
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
大
き

な
宗
教
は
ほ
ぼ
す
べ
て
京
畿
の
あ
る
北
直
隷
お
よ
び
山
東
・
河
南
で
産
ま
れ
た
。
清
代
は
明
代

の
遺
風
を
継
ぎ
、
専
制
的
な
政
体
に
よ
る
圧
迫
の
下
、
さ
ら
に
秘
密
め
い
た
様
相
を
呈
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
信
仰
の
内
容
は
あ
ま
り
変
化
し
な
か
っ
た
。
清
代
、
華
北
地
区
に

は
最
も
大
き
な
ふ
た
つ
の
教
派
が
あ
っ
た
。
八
卦
教
と
一
貫
道
で
あ
る
。

八
卦
教
は
八
卦
九
宮
と
い
う
理
論
に
基
づ
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
厳
密
な
組
織
体
系
を
作
っ

た
。
こ
う
し
た
体
系
は
清
初
の
康
熙
年
間
に
開
祖
の
劉
佐
臣
に
よ
り
創
始
さ
れ
、
農
村
や
市
鎮

で
多
く
活
動
し
た
。
劉
氏
の
創
教
の
時
の
経
典
に『
五
聖
伝
道
』す
な
わ
ち『
五
女
伝
道
宝
巻
』、

お
よ
び
『
稟
聖
如
来
書
』・『
錦
嚢
神
仙
論
』・『
八
卦
図
』
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
『
五
聖

伝
道
』
の
影
響
が
最
も
大
き
い
。
現
存
す
る
中
日
両
国
の
異
な
る
版
本
の
『
五
聖
伝
道
』
か
ら

分
か
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
内
丹
を
修
煉
し
、
長
生
不
死
を
求
め
る
経
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
経
書
に
は
観
音
・
普
賢
・
白
衣
・
魚
藍
・
文
殊
の
五
人
の
菩
薩
が
農
村
の
機
織
り
の
女

性
に
変
化
し
、
機
織
り
の
道
理
を
借
り
て
道
教
の
内
丹
派
の
奥
深
い
道
理
を
説
く
。
そ
の
中
の

一
つ
に
は
、「
道
也
者
不
可
須
臾
離
也
、
可
離
非
道
也
。
道
不
遠
人
、
人
自
遠
矣
。
蓋
大
道
現

在
目
前
、何
須
外
求
、只
知
率
性
而
矣
。（
道
な
る
も
の
は
わ
ず
か
ば
か
り
も
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
そ
れ
は
道
で
は
な
い
。
道
は
人
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
は
な
く
、
人
が
み
ず

か
ら
遠
ざ
か
る
の
だ
。
お
よ
そ
大
道
は
い
ま
目
の
前
に
あ
る
と
い
う
の
に
ど
う
し
て
余
所
に
求
め
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
た
だ
性
に
率し

た
がう

こ
と
を
理
解
す
る
だ
け
な
の
だ
）」
と
い
う
。
で
は
ど
の
よ
う
に
修
行

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。『
五
聖
伝
道
』
は
い
う
。

修
身
如
同
去
紡
棉
、
莫
把
功
夫
當
等
閑
。
未
訪
先
尋
清
淨
地
、
要
把
六
門
緊
閉
關
。
紡
車

放
在
方
寸
地
、
巍
巍
不
動
把
脚
盤
。
知
止
而
後
方
能
定
、
定
而
後
靜
而
後
安
。

修
行
は
あ
た
か
も
綿
を
紡
ぐ
よ
う
な
も
の
、
修
行
を
な
お
ざ
り
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
だ
探
し

て
い
な
い
の
な
ら
ば
ま
ず
清
浄
な
る
場
所
を
見
つ
け
、
六
つ
の
門
を
し
っ
か
り
閉
ざ
せ
。
紡
ぎ

車
を
方
寸

わ
ず
か
ば
か
り

の
地
［
心
の
喩
え
］
に
置
き
、
ど
っ
し
り
と
あ
ぐ
ら
の
上
に
据
え
付
け
よ
。
止
ま
る

を
知
り
て
は
じ
め
て
安
定
し
、
安
定
す
れ
ば
、
静
か
に
な
り
安
ら
い
だ
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。

修
行
者
が
完
全
に
静
な
る
状
態
に
入
る
と
、
静
中
に
動
が
生
ま
れ
、
体
内
に
ひ
と
か
た
ま
り

の
気
が
廻
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
撥
動
風
車
法
輪
轉
（
風
車
を
回
転
さ
せ
る
よ
う

に
法
輪
が
ま
わ
る
）」
か
の
よ
う
で
あ
り
、「
靠
尾
閭
、
透
三
關
、
透
出
雲
門
天
外
天
（
尾
閭
か
ら

三
関
を
突
き
抜
け
、
雲
門
か
ら
抜
け
だ
し
天
の
外
へ
と
飛
び
出
し
）」
て
、「
當
頂
一
線
透
三
關
（
頭

頂
へ
と
ま
っ
す
ぐ
に
三
関
を
突
き
抜
け
）」、
小
周
天
と
い
う
修
煉
の
段
階
に
到
達
す
る
。
内
丹
の

修
行
者
は
火
候
、
つ
ま
り
修
煉
の
際
の
動
静
や
進
退
、
抽
添
と
い
っ
た
訓
練
に
十
分
注
意
す
る

が
、
劉
佐
臣
は
こ
れ
も
糸
を
撚
り
綿
を
紡
ぐ
の
と
同
様
の
道
理
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
糸
を

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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撚
る
に
は
糸
の
粗
細
や
速
度
を
把
握
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
糸
を
均
等
に
「
接
接
續
續
不
減
斷

（
ず
っ
と
途
切
れ
る
こ
と
な
い
）」
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
丹
の
修
煉
も
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス

を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
体
内
の
陰
陽
を
和
合
さ
せ
、
水
火
既
済
の
状
態
に
し
て
、
動
静
を
適
切

に
し
て
、
煉
精
化
気
・
煉
気
化
神
と
い
う
段
階
ま
で
進
み
、
精
・
気
・
神
を
「
丹
芽
」
へ
と
結

ば
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
結
果
も
ま
た
糸
を
紡
い
で
「
結
出
蟠
龍
穗
（
蟠
龍
穂
を
紡

ぎ
出
す
）」
の
と
同
様
、
ま
だ
未
完
成
品
で
あ
る
。
糸
は
よ
り
長
い
糸
へ
と
撚
り
、
そ
し
て
そ

れ
を
織
る
こ
と
で
布
に
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
丹
芽
は
丹
田
で
温
養
し
、
元
神
に
よ
り
ひ
そ
か
に
運

搬
さ
れ
、
慎
重
に
護
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
心
火
の
急
緩
は
自
然
に
任
せ
、
大
薬
が
純
粋
な

陽
に
な
れ
ば
、
陰
な
る
精
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
、
あ
た
か
も
糸
が
も
は
や
紡
が
れ

布
が
織
り
あ
が
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
機は

た

が
止
ま
る
と
無
為
の
境
地
に
至
り
、
煉
神
還
虚
の
状

態
に
な
り
、「
透
出
元
神
（
元
神
へ
と
超
脱
し
）」、「
透
出
崑
崙
（
崑
崙
へ
と
至
る
）」。
こ
れ
こ
そ

『
五
聖
伝
道
』
の
い
う
「
等
紡
到
心
花
現
、
功
也
圓
來
果
也
圓
（
心
の
花
［
慧
心
］
が
現
れ
る
ま

で
紡
ぎ
上
げ
れ
ば
、
功
徳
は
完
成
し
豊
か
な
実
り
を
手
に
入
れ
る
）」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
情
景
は
道

教
の
「
三
花
聚
頂
」
や
「
五
気
朝
元
」
に
あ
た
る
。

劉
佐
臣
の
『
五
聖
伝
道
』
で
は
ま
た
布
を
織
る
機
や
、
綿
打
ち
の
弓
、
綿
を
繰
る
天
秤
架
、

臼
を
引
く
挽
き
臼
の
動
き
で
人
体
の
元
気
の
動
き
と
変
化
、
そ
し
て
丹
が
結
ぼ
れ
る
過
程
を
た

と
え
て
い
る
。
彼
は
「
天
動
地
靜
周
流
轉
、
配
合
人
身
都
一
般
（
天
は
動
、
地
は
静
に
し
て
あ
ま

ね
く
流
転
す
る
が
、
こ
れ
は
人
の
身
体
に
そ
の
ま
ま
合
致
す
る
）」
の
で
あ
り
、
内
丹
を
修
煉
す
る
こ

と
は
天
地
が
設
け
た
大
道
で
あ
り
、
大
道
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
長
生
も
ま
た
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

八
卦
教
の
内
丹
理
論
の
華
北
地
区
に
お
け
る
影
響
力
の
大
き
さ
は
量
り
が
た
い
。
二
百
年
あ

ま
り
に
わ
た
り
、
信
奉
者
は
数
え
き
れ
ず
、
教
派
の
伝
播
の
広
さ
、
教
名
の
雑
多
性
は
一
言
で

述
べ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
内
丹
術
を
行
わ
な
い
教
派
は
一
つ
も
な
い
。
何
代
に

も
わ
た
る
教
徒
が
す
べ
て
毎
日
三
回
、
太
陽
を
拝
み
、
八
字
の
真
言
を
唱
え
、
気
を
め
ぐ
ら
せ

修
行
す
る
。
八
卦
教
の
修
行
は
、
も
は
や
個
人
の
修
煉
と
い
う
意
味
合
い
を
超
え
て
し
ま
っ
て

お
り
、
信
仰
す
る
者
た
ち
を
団
結
さ
せ
る
接
着
剤
、
一
群
の
人
々
に
よ
る
生
死
を
共
に
す
る
共

同
的
な
追
求
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
内
丹
術
は
現
実
と
理
想
、
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
か
か

る
一
つ
の
橋
で
あ
り
、
一
種
の
人
生
を
生
き
る
意
味
の
追
求
な
の
で
あ
り
、
一
種
の
先
祖
代
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
目
標
で
あ
る
。
そ
し
て
八
卦
教
に
類
似
す
る
そ
の
他
の
民
間
の
教
派
は
長
城

の
内
外
、
中
国
の
南
北
を
問
わ
ず
、
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
宗
教
的
な
教
義
を
反

映
し
た
宝
巻
は
ほ
ぼ
ど
の
経
巻
を
見
て
も
修
真
養
性
を
説
き
、
ど
の
巻
を
広
げ
て
も
玄
妙
な
こ

と
が
ら
を
説
い
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
宗
教
お
よ
び
そ
こ
で
説
か
れ
る
教
義
内
容
は
民
衆

の
主
要
な
信
仰
を
構
成
し
、
最
下
層
の
世
界
に
ま
で
浸
透
す
る
一
種
の
宗
教
文
化
現
象
を
形
成

し
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
今
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
中
国
の
歴
史
上
だ
け
で
は
な
く
、

ひ
い
て
は
世
界
の
歴
史
上
で
も
あ
ま
り
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
研
究
者
に
よ
る
よ
り
深
い
検

討
に
値
い
し
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
民
間
宗
教
に
対
す
る
道
教
の
影
響
は
内
丹
の
修
養
の
一
つ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
道
教
の
斎
醮
や
懺
儀
も
ま
た
こ
れ
ら
の
宗
教
に
対
し
て
啓
発
的
な
作
用
を
果
た
し
て
い

る
。
例
え
ば
黄
天
教
と
弘
陽
教
、
江
南
の
斎
教
の
諸
教
派
の
懺
儀
は
ど
れ
も
そ
う
で
あ
る
。

弘
陽
教
は
混
元
門
と
も
称
し
、
直
隷
広
平
府
の
人
、
韓
太
湖
が
明
の
万
暦
年
間
中
葉
に
開
い

た
。
こ
の
教
派
の
現
存
す
る
経
巻
お
よ
び
経
目
は
四
十
余
種
あ
り
、
明
清
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
大

き
な
民
間
宗
教
の
筆
頭
の
位
置
を
占
め
る
。
中
で
も
懺
儀
の
類
い
が
多
く
を
占
め
、『
道
蔵
』

の
威
儀
類
の
経
懺
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
道
教
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
例
え
ば
黄
天
道
は
主
と
し
て
内
丹
道
の
理
論
と
実
践
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
弘
陽
教
は

符
籙
派
の
影
響
を
多
く
受
け
て
い
る
。
晩
唐
と
両
宋
期
、
内
丹
道
も
ま
た
符
籙
派
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
た
め
、神
霄
派
と
清
微
派
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
新
し
い
教
え
が
生
ま
れ
、「
以
道
爲
體
、

以
法
爲
用
（
道
を
本
体
、
道
法
を
は
た
ら
き
と
す
る
）」、
あ
る
い
は
「
内
煉
成
丹
、
外
用
成
法
（
内

に
は
煉
丹
を
行
い
、
外
に
は
道
法
と
な
っ
て
現
れ
る
）」
と
い
う
特
徴
を
形
成
し
た

（
17
）。

弘
陽
教
も
ほ

ぼ
こ
う
し
た
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
黄
天
教
の
懺
儀
『
普
静
如
来
鑰
匙
宝
懺
』
も
や

は
り
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
。

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））
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弘
陽
教
は
明
清
二
王
朝
に
わ
た
り
、
ず
っ
と
独
自
の
特
徴
を
保
ち
続
け
た
。
信
徒
は
農
村
や

小
さ
な
集
落
で
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
人
々
か
ら
は
弘
陽
道
人
ま
た
は
紅
陽
道
人
と
よ
ば
れ

た
。
彼
ら
の
一
部
は
道
観
に
住
み
、
そ
の
宗
教
活
動
は
「
築
壇
（
壇
を
築
き
）」・「
設
道
場
（
道

場
を
設
け
る
）」
こ
と
で
、
人
々
の
た
め
に
斎
醮
を
行
い
、
幸
福
を
祈
り
災
厄
を
祓
っ
た
。
清
の

档
案
に
よ
る
と
「
京
東
一
帶
、
向
有
紅
陽
敎
爲
人
治
病
、
及
民
間
喪
葬
、
念
經
發
送
（
京
東
の

一
帯
で
は
、
近
頃
、
紅
陽
教
が
人
々
の
病
気
を
治
し
、
民
間
で
葬
儀
を
す
る
時
、
経
典
を
読
ん
で
弔
っ
て

い
る
）」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
「
偶
有
喪
葬
之
家
、
無
力
延
請
㐰
道
（
た
ま
た
ま
葬

式
を
行
お
う
と
す
る
家
で
僧
侶
や
道
士
を
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
）」
よ
う
な
者
は
ほ
と
ん
ど
弘
陽
道

人
を
よ
ん
だ
。
こ
れ
は
彼
ら
の
受
け
取
る
金
額
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
清
の
当
局
も
こ

の
教
団
が
「
打
醮
覓
食
、
經
卷
雖
多
、
尚
無
悖
逆
語
句
（
斎
醮
を
行
っ
て
乞
食
を
す
る
。
経
典
は

多
い
と
は
い
え
、
そ
こ
に
謀
反
の
言
葉
は
な
い
）」
と
認
識
し
て
い
た

（
18
）。

弘
陽
教
と
よ
く
似
た
教
派
に
や
は
り
一
炷
香
教
が
あ
り
、ま
と
ま
っ
た
経
巻
は
な
い
も
の
の
、

口
移
し
で
伝
授
さ
れ
る
類
似
の
道
情
の
歌
詞
を
多
く
持
つ
。
信
徒
の
多
く
は
各
地
に
雲
遊
し
、

「
説
唱
好
話
（
語
り
と
唱う

た

を
交
え
て
説
法
し
た
）」。
ま
た
農
閑
期
に
は
、
干
し
飯
い
と
道
場
の
楽

器
を
携
え
て
、
一
つ
の
村
に
集
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
道
場
の
儀
式
は
簡
単
で
、
正
式
な
道
場
の

よ
う
な
厳
か
で
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
を
持
た
な
か
っ
た
。
歌
わ
れ
る
内
容
の
多
く
は
『
父
母

恩
理
応
賛
念
』
の
よ
う
な
極
め
て
世
俗
化
し
た
歌
詞
で
、
木
魚
と
鼓
板
を
叩
く
音
に
合
わ
せ
て

歌
い
、
そ
の
雰
囲
気
は
気
楽
で
楽
し
げ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
道
場
は
、
宗
教
的
感
情

を
歌
い
あ
げ
て
生
活
の
緊
張
を
和
ら
げ
、
同
じ
教
派
の
友
人
た
ち
と
集
ま
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
で
も
ま
だ
こ
の
教
え
は
河
北
と
山
東
で
広
ま
っ
て
お
り
、人
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

三
．
宝
巻
の
煉
養
思
想
と
道
教
と
の
違
い
に
つ
い
て

ま
ず
民
間
宗
教
の
中
に
煉
養
思
想
が
現
れ
る
の
は
、
内
丹
道
が
道
教
の
主
流
と
な
っ
た
後
の

こ
と
で
あ
る
。
道
教
の
煉
養
思
想
は
先
秦
に
始
ま
り
、
南
北
朝
に
そ
の
姿
を
現
し
た
。
唐
末
・

五
代
・
両
宋
の
時
期
に
は
内
丹
道
は
大
い
に
興
隆
し
、
体
系
は
完
備
し
、
煉
丹
炉
の
火
が
純
青

に
な
る
か
の
よ
う
に
そ
の
極
致
に
達
し
た
。
唐
末
・
五
代
の
鍾
離
権
や
呂
純
陽
は
そ
れ
ま
で
の

丹
法
を
受
け
つ
ぎ
、南
北
二
宗
を
開
き
、書
物
を
著
し
教
説
を
立
て
た
。
す
な
わ
ち
張
伯
端『
悟

真
篇
』・
石
杏
林
『
還
源
篇
』・
薛
道
光
『
復
命
篇
』・
陳
泥
丸
『
翠
虚
篇
』
や
、
ま
た
全
真
七

子
に
よ
る
大
量
の
著
述
で
あ
り
、
張
三
丰
の
『
玄
譚
集
』、
さ
ら
に
は
明
中
葉
の
尹
真
人
の
弟

子
の
手
に
よ
る
『
性
命
圭
旨
』
な
ど
、
数
百
年
に
わ
た
り
中
国
に
お
け
る
内
丹
思
想
の
繁
栄
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
道
教
の
内
丹
の
煉
養
術
が
隆
盛
し
な
け
れ
ば
、
民
間
宗
教
の
も
ろ
も

ろ
の
新
し
い
形
の
教
派
が
現
れ
る
歴
史
的
な
機
運
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
宋
元
時
代
の

白
蓮
教
・
白
雲
宗
・
マ
ニ
教
は
そ
の
時
期
に
お
け
る
民
間
宗
教
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

衰
退
す
る
要
因
が
も
と
も
と
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
要
因
と
し
て
内
丹
道
の
煉
養
思
想
を

中
心
と
す
る
新
し
い
形
の
民
間
教
派
が
大
量
に
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
に

取
っ
て
代
わ
っ
た
結
果
、
信
仰
を
中
心
と
す
る
領
域
に
お
い
て
多
く
の
民
衆
に
よ
り
優
秀
な
も

の
が
選
択
さ
れ
、
劣
っ
た
も
の
が
淘
汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
必
然
的
な
趨
勢
と
も
な
っ
た
。

新
し
い
形
の
民
間
教
派
と
大
量
の
宝
巻
の
出
現
は
、
正
統
的
な
道
教
の
修
行
の
特
徴
と
無
関

係
で
は
な
い
。
歴
代
の
高
徳
の
道
士
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
世
俗
に
背
を
向
け
、
一
心
に
修
行

し
た
。
伝
授
関
係
に
お
い
て
も
、
単
伝
に
よ
る
秘
授
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
教
派
の
輩
行
に

よ
り
嫡
流
の
流
派
や
信
用
で
き
る
弟
子
に
伝
え
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
活
動
す
る
場
合
に
は
寺

廟
・
宮
観
に
依
拠
す
る
こ
と
が
多
く
、
俗
世
か
ら
隔
絶
し
、
凡
俗
か
ら
超
脱
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
だ
が
最
初
の
民
間
宗
教
の
創
始
者
は
全
く
そ
う
し
た
あ
り
方
と
は
逆
で
あ
っ
た
。
彼
ら

が
依
拠
し
た
の
は
広
大
な
下
層
社
会
で
あ
り
、
彼
ら
が
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
生
を
求
め
、

死
を
恐
れ
る
無
数
の
民
衆
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ど
こ
で
あ
れ
師
友
が
い
れ
ば
求
め
行
き
、
経

巻
を
著
し
た
。
宗
教
上
の
煉
養
の
修
行
に
つ
い
て
も
、
個
人
や
信
徒
の
修
行
の
需
要
に
応
え
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
教
勢
を
拡
大
し
、
教
団
を
堅
固
に
し
、
さ
ら
に
は
教
義
を
伝
え
る

一
種
の
伝
達
手
段
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
教
派
で
は
、
自
分
の
教
派
の
印
刷
所
や
講
経
房
を
設
け

て
い
た
。
経
巻
の
理
解
に
つ
い
て
は
往
往
に
し
て
信
徒
の
教
中
に
お
け
る
地
位
を
決
定
し
た
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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明
中
末
葉
に
は
寄
り
集
ま
っ
て
経
巻
に
つ
い
て
談
義
す
る
の
が
一
種
の
風
習
と
な
っ
て
い
た
。

「
四
方
各
有
敎
首
、
謬
稱
佛
祖
、
羅
致
門
徒
。
甚
至
皇
都
重
地
、
輒
敢
團
坐
談
經
、
十
百
成
群
、

環
視
聚
聽
（
各
地
に
教
首
が
い
て
仏
祖
を
騙
り
、
門
徒
を
よ
び
寄
せ
て
い
る
。
挙
句
の
果
て
に
は
皇
都

や
重
要
な
土
地
で
も
集
ま
っ
て
座
り
、
経
巻
に
つ
い
て
談
義
し
、
何
十
人
何
百
人
と
寄
り
集
ま
っ
て
は
そ

れ
を
見
聞
き
し
て
い
）」
た
の
で
あ
る

（
19
）。

ま
た
あ
ま
っ
た
金
が
あ
る
時
に
は
、
道
観
を
修
理
す
る
こ
と
で
伝
道
し
た
り
、
祠
を
建
て
て

わ
が
身
の
平
安
を
祈
っ
た
り
し
、「
邇
來
淫
祠
日
盛
、
細
衣
黃
冠
、
所
在
如
蟻
（
以
来
、
淫
祀
は

日
に
日
に
盛
ん
に
な
り
、
法
衣
や
道
冠
を
身
に
つ
け
る
者
た
ち
は
蟻
の
よ
う
に
満
ち
あ
ふ
れ
）」、
役
所

は
次
の
よ
う
に
厳
し
く
禁
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。「
今
後
敢
有
私
創
禪
林
道
院
、
卽
行
拆

毀
、
仍
懲
首
事
之
人
。
㐰
道
無
度
牒
者
、
悉
發
原
籍
還
俗
（
今
後
、
勝
手
に
禅
寺
や
道
院
を
建
て

れ
ば
即
座
に
取
り
壊
し
、
さ
ら
に
首
謀
者
を
処
罰
せ
よ
。
僧
侶
や
道
士
で
度
牒
な
き
者
は
全
員
、
本
籍
を

明
ら
か
に
し
て
還
俗
さ
せ
よ
（
20
））」。

ま
さ
に
こ
う
し
た
歴
史
的
な
条
件
の
下
で
、僧
侶
や
道
士
た
ち
、

あ
る
い
は
僧
道
を
名
乗
る
者
た
ち
は
、
や
が
て
み
ず
か
ら
経
書
を
作
成
し
、
教
門
を
開
き
、
祖

師
を
名
乗
り
、
道
術
を
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
正
統
な
仏
教
・
道
教
と
は

異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
そ
し
て
ま
た
、
上
に
は
教
主
と
そ
の
家
族
、
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

村
や
鎮
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
い
く
え
も
の
教
団
が
互
い
に
維
持
し
合
う
比
較
的
穏
や
か
な
宗
教

組
織
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
こ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
多
く
の
人
々
を
ひ
と
つ
に
束
ね
、
各
地
を

一
つ
に
ま
と
め
る
大
き
な
教
派
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
明
清
時
代
の
正
統
的
な
仏
教
が
衰
退

し
、
民
間
宗
教
が
興
起
し
た
の
も
道
理
で
、
こ
う
し
た
民
間
宗
教
の
興
隆
に
は
合
理
的
な
理
由

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
宝
巻
の
流
行
は
下
層
社
会
で
あ
る
種
の
特
殊
な
宗
教
文

化
の
雰
囲
気
を
醸
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
道
教
の
持
つ
生
命
力
は
ま

た
あ
る
新
た
な
形
を
取
っ
て
高
ま
り
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
宝
巻
の
煉
養
思
想
は
雑
然
で
あ
り
つ
つ
豊
饒
で
あ
り
、
道
教
の
煉
養
の
真
の
精
神
に
合

致
し
つ
つ
も
、
玉
石
混
交
で
あ
っ
た
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
生
ま
れ
る
と
い
う
現
象
を
引
き

起
こ
し
た
。

張
伯
端
は
か
つ
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
老
氏
以
修
煉
爲
眞
、
若
得
其
樞
要
、
則
立

躋
聖
位
、
如
其
未
明
本
性
、
則
猶
滯
於
幻
形
（
道
教
は
修
煉
を
真
理
と
し
、
も
し
そ
の
要
諦
を
理
解

し
た
な
ら
ば
た
ち
ま
ち
聖
な
る
境
地
へ
と
至
る
だ
ろ
う
が
、
も
し
本
来
の
性
を
理
解
し
な
い
な
ら
ば
依
然

と
し
て
幻
軀
に
と
ら
わ
れ
る
（
21
））」。

ま
た
丘
処
機
も
修
行
者
の
心
が
不
純
で
あ
れ
ば
魔
は
そ
の
身
に

降
り
か
か
る
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
「
十
魔
君
」
と
い
う
患
い
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一

部
の
民
間
宗
教
「
宝
巻
」
の
修
煉
内
容
は
、
あ
た
か
も
こ
の
病
を
患
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、

甚
だ
し
き
は
魔
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
れ
を
正
し
い
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

非
常
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
円
頓
教
の
経
典
『
古
仏
天
真
考
証
龍
華
宝
経
』
第
八
品
に
は

得
道
者
が
、
元
神
が
竅
よ
り
抜
け
出
る
時
に
遭
遇
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
幻
を
描
い
て
い
る
。
例
え

ば
「
天
宮
幻
境
、
四
面
街
道
、
金
繩
界
記
、
玻
璃
河
中
有
金
銀
・
琉
璃
、
樓
臺
殿
閣
、
珊
瑚
階

砌
、
無
邊
聖
景
（
天
界
の
幻
境
は
全
て
の
街
が
金
の
縄
で
区
切
ら
れ
、
玻
璃
の
川
に
は
金
銀
・
琉
璃
が

あ
ふ
れ
、
高
殿
や
楼
閣
は
珊
瑚
の
階
段
を
持
ち
、
果
て
し
な
い
神
聖
な
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
）」
の

を
見
た
り
、
ま
た
無
生
母
・
古
世
尊
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
に
遇
っ
た
り
、
蟠
桃
会
で
金
身
［
仏

の
身
体
］
に
な
っ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
丘
処
機
が
『
大
丹
直
指
』
で
述
べ
る
富
貴

魔
や
聖
賢
魔
と
い
っ
た
類
に
属
す
る
。
さ
ら
に
ひ
ど
い
も
の
に
な
る
と
、
少
数
の
修
行
者
は
奇

矯
に
走
り
、
つ
い
に
は
壮
大
な
野
心
を
懐
く
よ
う
に
な
り
、
世
界
は
彼
の
想
像
の
制
御
下
に
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
は
天
意
を
代
弁
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、
幻
想
の
中
で
世
界
の
主
宰
者

と
な
っ
て
し
ま
う
者
た
ち
も
い
た
。
も
し
も
さ
ら
に
こ
う
し
た
幻
想
を
現
実
化
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
容
易
に
「
帝
王
を
称
す
る
」
よ
う
な
頭
目
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
明
・
清
か

ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
う
し
た
連
中
は
数
多
く
現
れ
た
が
、
結
局
、
そ
の
多
く
が
悲
惨
な

結
果
に
終
わ
っ
た
。

道
教
で
は
、
修
行
者
は
外
の
世
界
に
目
を
向
け
な
い
で
は
じ
め
て
道
を
進
む
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
張
伯
端
や
丘
処
機
な
ど
も
「
調
神
出
殻
（
神こ

こ
ろ

を
調
え
て
殻か

ら
だ

か
ら
抜
け
出

し
）」、「
乘
風
履
雲
（
風
や
雲
に
乗
り
）」、「
永
却
長
生
不
死
（
と
こ
し
え
に
長
生
不
死
と
な
る
）」

こ
と
を
主
張
す
る
。
だ
が
彼
ら
や
多
く
の
高
徳
の
道
士
た
ち
の
「
煉
神
還
虚
」
の
説
に
は
奇
怪

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））
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な
説
明
は
な
く
、「
合
三
才
異
寶
而
爲
自
然
道
也
（
精
気
神
の
三
つ
の
素
晴
ら
し
い
宝
を
一
つ
に
合

す
る
こ
と
が
自
然
の
道
で
あ
る
）」［『
大
丹
直
指
』
巻
下
］
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
道
教
と

い
く
つ
か
の
民
間
宗
教
の
、
煉
養
に
お
け
る
根
本
的
に
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
方

は
清
虚
や
無
為
を
貴
ぶ
と
い
う
自
然
の
道
に
立
脚
し
て
い
る
の
に
対
し
、
も
う
一
方
は
世
俗
の

欲
望
と
追
求
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
者
が
そ
う
で
あ
る
理
由
は
、
ま
た
社
会
が
そ
う
さ

せ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
か
な
り
多
く
の
民
間
宗
教
の
活
動
家
た
ち
の
中
に

も
ま
た
高
邁
な
探
究
心
を
持
つ
も
の
が
い
た
一
方
で
、
正
統
な
道
士
の
中
に
も
や
は
り
ど
う
し

よ
う
も
な
い
者
が
い
た
の
で
あ
り
、
一
概
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

三
つ
目
と
し
て
は
、
哲
学
的
な
観
念
の
上
か
ら
宝
巻
と
道
教
と
の
違
い
を
簡
単
に
概
括
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
教
は
、
そ
の
哲
学
お
よ
び
煉
養
と
が
、
あ
た
か
も

煉
丹
の
炉
の
中
で
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
源
へ
の
回
帰
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
が
そ
の

身
そ
の
ま
ま
に
死
か
ら
離
脱
し
て
生
を
希
求
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
表
現
で
あ
る
以
上
、
そ
の
哲
学

的
な
根
拠
は
や
は
り
老
子
の
説
く
人
の
道
か
ら
永
遠
の
道
へ
の
回
帰
を
越
え
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
人
類
や
社
会
、
自
然
と
の
調
和
の
表
現
で
あ
り
、
根
源
性
か
ら
多
元
性
へ
、
そ
し

て
ま
た
多
元
性
か
ら
根
源
性
へ
回
帰
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
一
部
の
民
間
宗
教

家
と
彼
ら
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
宝
巻
は
こ
う
し
た
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

だ
が
あ
る
種
の
体
系
だ
っ
た
天
道
観
を
も
つ
一
部
の
民
間
宗
教
も
存
在
し
た
。
そ
う
し
た
天

道
観
は
ま
た
内
丹
の
煉
養
術
と
一
体
化
し
、
一
種
の
極
め
て
吸
引
力
を
持
っ
た
社
会
政
治
的
な

視
点
や
、
一
種
の
反
伝
統
的
な
思
想
へ
と
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
「
三
教
応
劫
」
思
想
で
あ
る
。

三
教
応
劫
思
想
は
、『
弥
勒
下
生
経
』
な
ど
の
仏
教
経
典
に
、
ま
た
時
代
と
し
て
は
両
晋
・
南

北
朝
時
代
に
淵
源
を
持
つ
。
後
に
仏
道
二
教
が
相
互
に
影
響
し
あ
う
よ
う
に
な
る
と
、
民
間
宗

教
が
そ
れ
ら
を
混
成
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
。
た
だ
し
現
在
残
る
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
明

代
に
な
っ
て
こ
う
し
た
天
道
観
は
は
じ
め
て
民
間
宗
教
の
煉
養
思
想
と
融
合
し
て
い
る
。

比
較
的
体
系
的
な
三
教
応
劫
思
想
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
黄
天
道
の
諸
経
の
中
に
見
え
る
。

『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
三
十
五
品
に
い
う
、

三
世
古
佛
、
立
於
三
敎
法
門
、
三
世
同
體
、
萬
㑔
一
眞
、
九
轉
一
性
、
乃
爲
三
周
説
法
人

間
、
譬
喩
過
・
現
・
未
來
、
三
極
同
生
。

三
世
の
古
仏
［
過
去
燃
灯
古
仏
・
現
在
釈
迦
文
仏
・
未
来
弥
勒
尊
仏
］
は
三
教
の
法
門
に
立
っ
た
。

三
世
仏
は
一
体
で
あ
り
、
万
物
は
一
つ
の
真
で
あ
り
、
九
た
び
転
ず
れ
ば
一
つ
の
性
に
な
る
。

そ
こ
で
三
た
び
人
の
世
で
説
法
し
た
が
、
こ
れ
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
極
［
無
極
・
太
極
・

皇
極
］
が
と
も
に
生
じ
る
と
い
う
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。

同
経
三
十
三
分
に
い
う
、

三
元
了
義
、
無
極
聖
祖
、
一
佛
分
於
三
敎
。
三
敎
者
乃
三
佛
之
體
、
過
去
燃
燈
、
混
元

初
祖
、
安
天
治
世
、
立
下
三
元
。

九
十
六
刻
内
按
九
十
六
億
人
緣
。
過
去
佛
度
了
二
億
、此
是
道
尼
。
見
在
佛
度
了
二
億
、

乃
是
㐰
尼
。
釋
子
後
留
九
十
二
億
、
皇
極
古
佛
本
是
聖
人
轉
化
、
全
眞
大
道
乃
在
家
菩
薩
、

悟
道
成
眞
。

三
元
了
義
［『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』・『
太
陰
生
光
普
照
了
義
宝
巻
』・『
仏
説
利
生
了
義

宝
巻
』］
が
説
く
無
極
聖
祖
と
い
う
一
仏
が
三
教
へ
と
分
か
れ
た
。
三
教
と
は
三
仏
の
本
体
で
あ

り
、
過
去
の
燃
灯
仏
、
す
な
わ
ち
混
元
初
祖
は
、
天
下
を
治
め
、
三
元
を
打
ち
立
て
た
。

九
十
六
刻
と
は
九
十
六
億
人
の
縁
分
に
基
づ
く
。
過
去
仏
は
二
億
の
人
々
を
救
っ
た
。
こ
れ

は
道
尼
で
あ
る
。
現
在
仏
は
二
億
を
救
っ
た
が
、
こ
れ
が
僧
尼
で
あ
る
。
僧
尼
の
後
に
は
九
十
二

億
が
残
り
、
皇
極
古
仏
は
も
と
も
と
聖
人
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
真
大
道
は
在
家
の
菩

薩
で
あ
り
、
悟
道
し
て
仙
人
と
な
る
。

『普
静
如
来
鑰
匙
宝
巻
』
で
は
こ
う
し
た
考
え
方
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

無
極
化
燃
燈
、
九
劫
立
世
、
三
葉
蓮
、
四
字
經
、
丈
二
金
身
。
太
極
化
釋
迦
佛
、
一
十

八
劫
立
世
、
五
葉
金
蓮
、
六
字
經
、
丈
六
金
身
。
皇
極
化
彌
勒
佛
、
八
十
一
劫
、
九
葉
蓮
、

十
字
經
、
丈
八
金
身
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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燃
燈
佛
、
掌
敎
是
青
陽
寶
會
。
釋
迦
佛
、
掌
紅
陽
、
發
現
乾
坤
。
彌
勒
佛
、
掌
白
陽
、

安
天
立
地
。
三
極
佛
、
化
三
世
、
佛
法
而
㐰
。
三
世
佛
、
掌
乾
坤
、
輪
流
轉
換
。

無
極
の
時
代
に
燃
灯
仏
が
現
れ
、
九
劫
の
あ
い
だ
世
を
治
め
、
三
葉
の
蓮
が
現
れ
、
四
字
の

経
文
を
唱
え
、
そ
の
姿
は
丈
二
の
金
身
で
あ
っ
た
。
太
極
の
時
代
に
は
釈
迦
仏
が
現
れ
、
十
八

劫
に
わ
た
り
世
を
治
め
、
五
葉
の
金
蓮
が
現
れ
、
六
字
の
経
文
を
唱
え
、
そ
の
姿
は
丈
六
の
金

身
で
あ
っ
た
。
皇
極
の
時
代
に
は
弥
勒
仏
が
現
れ
、
八
十
一
劫
、
九
葉
の
蓮
、
十
字
の
経
文
、

丈
八
の
金
身
と
な
る
。

燃
灯
仏
が
掌
る
の
は
青
陽
宝
会
で
あ
る
。
釈
迦
仏
は
紅
陽
宝
会
を
掌
り
、
天
地
が
現
れ
た
。

弥
勒
仏
は
白
陽
宝
会
を
掌
り
、
天
下
を
治
め
る
。
三
極
の
仏
は
三
世
を
教
化
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
仏
法
僧
に
よ
る
。
三
世
仏
は
天
地
を
掌
り
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
移
り
ゆ
く
。

最
終
的
に
体
系
の
確
立
は
、「
三
仏
」
の
上
に
無
生
老
母
ま
た
は
無
生
父
母
が
出
現
す
る
こ

と
で
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
体
系
の
中
で
は
、
人
類
は
無
生
父
母
あ
る
い
は
無
生
老
母
に
よ
り

創
造
さ
れ
、「
無
生
母
」
は
天
地
陰
陽
を
創
造
し
、「
嬰
児
・
𦴩
女
」
を
は
ぐ
く
み
、
九
十
六
億

も
の
「
皇
胎
児
女
」

す
な
わ
ち
人
類
を
産
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
人
類
は
も
と
も
と
美
し

く
壮
麗
な
彼
岸
の
世
界
で
生
活
し
て
い
た
。
だ
が
罪
と
過
ち
の
た
め
に
、
老
母
に
よ
り
東
土
の

塵
世
へ
と
打
ち
や
ら
れ
、
こ
と
ご
と
く
本
性
を
見
失
い
、
ま
た
尽
き
る
こ
と
な
い
劫
難
に
遭
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
無
生
老
母
は
そ
こ
で
耐
え
難
く
思
い
、使
者
を
こ
の
世
に
使
わ
し
、

「
發
靈
符
、
救
度
人
民
（
霊
兆
を
現
し
、
人
々
を
救
わ
ん
と
し
た
）」。
彼
女
は
そ
れ
ぞ
れ
青
陽
の
劫
・

紅
陽
の
劫
・
白
陽
の
劫
に
燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
を
こ
の
世
に
降
し
た
。
青
陽
と
紅
陽
の

劫
の
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
億
の
人
々
を
救
済
し
た
。
紅
陽
の
劫
が
終
わ
り
、
白
陽
の
劫
が
興
る

時
、
人
類
は
空
前
の
苦
難
を
蒙
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
上
な
い
法
力
を
持
つ
弥
勒
仏
が
降
り
、

人
類
を
壊
滅
よ
り
救
い
、
九
十
二
億
の
「
残
さ
れ
し
霊み

た
ま」

を
救
済
し
、
ふ
た
た
び
彼
岸
へ
と
返

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
人
類
は
ど
う
し
た
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
有
縁
の
人
に
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
有
縁
の
人
は
内
丹
の
術
の
修
煉
を
通
し
て
「
真
道
の
玄
機
」
を
つ
か
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
優
れ
た
師
の
教
示
を
受
け
、
教
門
に
入
ら
ね
ば
、「
顯
眞
機
、
明
大

意
（
真
な
る
機
を
明
ら
か
に
し
、
大
い
な
る
意
思
を
理
解
）」
し
、「
訣
点
（
導
き
）」
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
夜
精
進
す
る
こ
と
で
、
本
性
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
、
迷
い
か
ら

光
明
へ
と
帰
り
、
天
真
の
性
へ
と
回
帰
し
、
円
明
な
る
本
体
を
得
て
、
も
う
一
度
、
新
た
に
「
古

家
郷
（
ふ
る
さ
と
）」
と
帰
り
路
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
『
皇
極
金
丹
九

蓮
正
信
帰
真
還
郷
宝
巻
』
に
い
う
、「
若
有
緣
、
遇
親
傳
、
金
丹
大
道
、
點
玄
關
、
明
開
閉
、

養
氣
存
神
。
久
久
的
、
加
精
進
、
觀
空
靜
坐
、
功
夫
到
、
心
悟
明
、
見
性
明
心
。
神
爲
性
、
氣

爲
命
、
本
原
無
二
。
從
無
始
、
至
如
今
、
一
氣
穿
通
（
も
し
縁
あ
ら
ば
、
直
々
の
伝
授
に
あ
ず
か
り
、

金
丹
の
大
道
は
そ
の
玄
妙
な
る
関
門
を
教
示
さ
れ
て
、
そ
の
開
閉
を
理
解
し
、
気
を
養
い
神
を
存
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
な
が
ら
く
精
進
し
、
空
を
観
想
し
て
静
坐
し
、
功
夫
が
十
分
に
な
れ
ば
、
心
は
了
悟
し
、

見
性
し
心
を
は
っ
き
り
理
解
す
る
。
神
は
性
で
あ
り
、
氣
は
命
で
あ
り
、
本
来
そ
れ
ら
は
一
つ
の
も
の
で

あ
る
。
始
原
よ
り
今
に
い
た
る
ま
で
、
一
つ
の
気
が
貫
通
し
て
い
る
の
だ
）」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
最
終
的
に
修
煉
を
重
ね
、「
眞
空
出
竅
（
真
空
と
な
っ
て
肉
身
か
ら
抜
け
出
て
）」、

凡
と
聖
が
一
つ
に
な
り
、
生
死
を
打
ち
破
り
、
本
源
へ
と
帰
り
、
家
郷
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
俗
世
に
生
ま
れ
落
ち
る
前
の
天
真
の
性
、
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

三
教
応
劫
救
世
思
想
は
、
こ
の
よ
う
に
民
間
宗
教
の
内
丹
術
の
修
煉
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
教
義
は
黄
天
教
・
聞
香
教
・
八
卦
教
・
一
貫
道
な
ど
の
多
く
の
種
類
に
わ
た

る
教
門
の
基
本
的
な
教
理
と
な
り
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
下
層
の
苦
難
に
あ
え
ぐ
人
々
に
対
す
る
非

常
に
大
き
な
吸
引
力
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
一
部
の
民
間
宗
教
に
よ
る
反
伝
統

的
思
想
の
中
心
的
な
内
容
と
な
り
、
道
教
の
持
つ
天
人
合
一
思
想
と
の
明
ら
か
な
分
岐
点
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（
１
）『
明
神
宗
実
録
』、
巻
五
三
三
、
万
暦
四
十
三
年
六
月
。

（
２
）『
明
神
宗
実
録
』、
巻
五
九
四
、
万
暦
四
十
八
年
五
月
。

宝
巻
と
道
教
の
煉
養
思
想
に
つ
い
て
（
馬
（
松
下
訳
））
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（
３
）『
明
神
宗
実
録
』、
巻
五
八
〇
、
万
暦
四
十
七
年
三
月
。

（
４
）
清
・
黄
育
楩
『
破
邪
詳
辯
』
巻
一
。

（
５
）
清
・
黄
育
楩
『
破
邪
詳
辯
』
序
。

（
６
）『
南
宮
署
牘
』
巻
四
。

（
７
）『
軍
機
処
録
副
奏
摺
』
嘉
慶
二
十
一
年
七
月
山
東
巡
撫
陳
預
奏
摺
。

（
８
）『
軍
機
処
録
副
奏
摺
』
乾
隆
三
十
九
年
八
月
二
十
日
江
蘇
巡
撫
薩
載
奏
摺
。

（
９
）『
軍
機
処
録
副
奏
摺
』
嘉
慶
十
九
年
五
月
二
十
二
日
太
保
大
学
士
董
浩
奏
摺
。

（
10
）
清
・
顔
元
『
四
存
編
』
存
人
編
、
巻
二
。

（
11
）『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
第
一
分
・
第
二
分
。
こ
の
経
巻
は
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
東
方
学
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
第
十
九
分
。

（
13
）『
普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
第
十
八
分
。

（
14
）
清
・
顔
元
『
四
存
編
』
存
人
編
、
巻
二
。

（
15
）『
軍
機
処
録
副
奏
摺
』
乾
隆
八
年
四
月
初
九
日
署
直
隷
総
督
史
貽
直
奏
摺
。

（
16
）『
中
国
仏
教
史
論
集
』（
八
）「
台
湾
仏
教
篇
」
の
附
録
「
台
湾
的
斎
教
由
来
」、
台
北
、
大
乗
出
版
社
、

一
九
七
七
。

（
17
）『
道
法
会
元
』
巻
六
十
「
高
上
神
霄
玉
枢
斬
勘
五
雷
大
法
」。『
道
法
会
元
』
巻
七
十
「
玄
珠
歌
注
」。

（
18
）『
軍
機
処
録
副
奏
摺
』
嘉
慶
二
十
四
年
六
月
二
十
三
日
山
東
按
察
使
温
承
恵
奏
摺
。

（
19
）『
明
神
宗
実
録
』
巻
五
九
四
、
万
暦
四
十
八
年
五
月
。

（
20
）『
明
光
宗
実
録
』
巻
三
、
泰
昌
元
年
八
月
。

（
21
）
宋
・
張
伯
端
『
悟
真
篇
』
序
。

作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
馬
西
沙
、
一
九
四
三
年
北
京
市
生
ま
れ
、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究

所
道
教
与
民
間
宗
教
研
究
室
も
と
主
任
・
研
究
員
、
博
士
学
生
指
導
教
員
、
中
国
社
会
科
学
院
栄

誉
学
部
委
員
。
代
表
的
な
著
作
に
『
清
代
八
卦
教
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
）、『
中

国
民
間
宗
教
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
共
著
）、『
中
国
道
教
史
』（
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
九
〇
、
共
著
）
等
。

凡
例

・
原
題
は
「
宝
巻
与
道
教
的
煉
養
思
想
」。
初
出
は
『
世
界
宗
教
研
究
』（
一
九
九
四
第
三
期
、

中
国
社
会
科
学
院
、
一
九
九
四
）。
後
、『
古
代
中
国
民
衆
的
精
神
世
界
及
社
会
運
動
』（
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
所
収
。
こ
こ
で
は
後
者
を
底
本
と
し
た
。

・
文
章
は
基
本
的
に
原
文
の
標
点
に
従
う
。
た
だ
し
読
者
の
便
を
考
え
、
長
い
段
落
・
文

章
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
段
落
・
文
章
に
分
け
た
。

・
原
文
は
簡
体
字
だ
が
、
原
典
の
引
用
文
は
可
能
な
限
り
旧
字
体
に
直
し
た
。

・［

］
は
訳
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

・
出
典
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
著
者
に
確
認
し
た
上
で
一
部
修
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
ば

せ
い
さ
・
中
国
社
会
科
学
院
栄
誉
学
部
委
員
）

（
ま
つ
し
た

み
ち
の
ぶ
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
准
教
授
・
本
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

補
記本

論
文
（
日
本
語
訳
）
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）））

研
究
課
題
「
道
教
の
成
立
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
展
開
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号
：

二
四
五
二
〇
〇
四
六
、
研
究
代
表
者
：
松
下
道
信
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
成
二
十
七
年

三
月
七
日
（
土
）、
皇
學
館
大
学
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
講
義
室
で
行
わ
れ
た
同
研
究
班
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
道
教
史
の
新
た
な
展
望
」
で
発
表
さ
れ
た
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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The Precious Scrolls
and the Taoist Thought of Cultivation

Ma Xisha

This paper believes that the fundamental feature of Taoism lies in the combination of

profound philosophy with its cultivation practice. It points out that the Precious Scrolls of folk

religion in the Ming and Qing Dynasties was heavily influenced by this feature, and that it

gradually became one of the channels through which Taoism influences the low-level masses. The

paper also analyses the similarities and differences in cultivation thought between Taoism and folk

religions.

宝
巻
と
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養
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想
に
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て
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